
 

ま え が き  
 
本技術情報集は、自治体や水防団などで水防災活動に取り組む際の参考として活用して

もらうことを目的としています。 
実際の浸水被害や予測される浸水被害に対して、その被害の防御方法や軽減方法は、地域

特性によって千差万別です。それぞれの地域特性に応じた水防災を適用する必要があり、各

地域でこれまで経験してきた浸水被害や、全国的に頻発している豪雨、高潮、津波災害など

を勘案し、事前に準備することが重要です。 
本技術情報集は、洪水（外水や内水氾濫）、高潮、津波等による浸水被害を防止あるいは

被害の拡大を軽減するための数多くの技術の中から、下図に示す５つの技術体系（項目）を

対象にとりまとめたものです。この技術情報集を参考に水防災技術の動向について注視し

ていただければ幸甚です。 
なお、水防災技術は日々進化しています。本技術情報集の中に記載した製品は、平成 30

年 11 月から令和 4 年 8 月にかけて、HP やパンフレット等により一般に公開されていたも

ののうち、実用化されているものや一部研究中のものを参考事例としてとりまとめたもの

です。情報集に記載した技術情報や製品に関する問い合わせは、記載されている開発会社や

出典先に直接お願いします。 
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概  要 
 

中小河川の出水時において浸水被害の最小化を図るためには早期かつ確実に水防災情報を地域

住民へ伝達することが不可欠である。 

ここでは、出水時に地域住民へ対して水防災情報を伝達するための技術や手段について各種の

事例を掲載する。 

 

 

１）情報伝達技術の定義・範囲 

 ①緊急速報メール 

 ②災害用電子看板 

  

２）浸水危険箇所の調査技術の事例概要整理 

１）で挙げた情報伝達技術について、具体的な事例を次表に整理した。 

 

情報伝達技術毎の事例概要 

情報伝達技術の 

定義・範囲 
ターゲット 事  例 

メール等 自治体 

防災担当 

・プッシュ型配信（緊急速報メール）【国土交通省下館河川事務所】 

電子看板 ・災害用電子看板（デジタルサイネージ）【東京都足立区】 
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1. 技術範囲：メール等 

製品・技術名称／開発者名称 

製品・技術名称 プッシュ型配信（緊急速報メール） 

開 発 者 名 称 NTTドコモ 等 

製品・技術の概要及び特徴（従来工法との対比） 

【概要】  

 SNSや Twitterとは異なり、情報の受信者が要求しなくても発信者側から情報を配信。 

【特長】 

 河川氾濫のおそれがある情報や河川氾濫が発生した情報を自動的に配信。特に生命にかかわる緊急性が非常

に高い状態にあるときに有効な情報収集ツール。 

製品仕様／規格 

 配信イメージ 

 

 

 

 

 

 

 

 配信のタイミング 

①河川氾濫の恐れがある時：河川水位が避難勧告の目安となる「氾濫危険水位」に達した場合 

②氾濫が発生した場合  ：堤防を超えて川の水が流れ出たり、大量にあふれ出ている場合 

 

 

 

 

 

 

 

 

参考価格 

― 

適用場所、適用例 

 鬼怒川・小貝川沿川の１９市町村 

益子町、真岡市、矢板市、さくら市、上三川町、塩谷町、高根沢町、小山市、下野市、結城市、下妻市、常総市、

筑西市、八千代町、守谷市、つくばみらい市、つくば市、龍ケ崎市、取手市 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                自動配信メール例   

 

 

適用時の留意点 

 スマートフォンや携帯電話を持たない、あるいは、使えない高齢者等にはメリットは無い。 

性能確認試験結果／準拠基準 

― 

出典（URL等） 
 国土交通省水管理・国土保全局HP： 

 http://www.mlit.go.jp/river/gijutsu/kinkyusokuhou/index.html 

 国土交通省下館河川事務所HP： 

 http://www.ktr.mlit.go.jp/shimodate/shimodate00348.html  
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2. 技術範囲：電子看板 

製品・技術名称／開発者名称 

製品・技術名称 災害用電子看板（デジタルサイネージ） 

開 発 者 名 称 株式会社日立製作所 等（2019年 10月時点） 

製品・技術の概要及び特徴（従来工法との対比） 

【概要】 

 東京都足立区の危機管理室は、震災・水害などに対する予防・応急対策や、警察・消防などの関係機関と連

携した危機管理の総合調整を担当し、区民の安全・安心を守ることを使命としており、東日本大震災以降、

地域防災計画において災害時の死者数ゼロを掲げた取り組みを開始し、その一環として、1 日約 145 万人が

乗降する北千住駅での帰宅困難者対策を強化するため、駅周辺に災害用電子看板（デジタルサイネージ）を

7 台設置し、平常時は地域の人々に向けたコンテンツを配信、災害時には最新情報や避難指示などの案内を

タイムリーに配信する「ADWORLD 災害情報一元配信システム」を導入。 

【特長】 

 2014 年 4 月から運用を開始した同システムは、J-ALERT（全国瞬時警報システム）の災害情報を携帯電話の

緊急速報メール、Twitter、デジタルサイネージなどの公共設備に一斉配信することが可能。2014 年 5 月 5

日、東京で震度 5 弱の地震が発生した際には一斉に J-ALERTからの震度情報が配信され、その効果を証明。

足立区では、将来構想として、平常時に広告配信を行うなどといった商業利用も含めて検討中。 

製品仕様／規格 

 サイズ：60インチ 

 解像度：1920×1080pix(フルハイビジョン)  （2019年 10月時点） 

参考価格 

 500万円（１台）               東京都足立区ＨＰより（2019年 10月時点） 

適用場所、適用例 

 東京都足立区 

 

【ビュー坊テレビ設置場所】                                     

 北千住駅西口（1階に 2ヶ所、ペデストリアンデッキ

上に 1ヶ所）/ 北千住駅東口 / 千住大橋公園 / 綾

瀬駅西口 / 東綾瀬公園（ハト公園西側）/ 北綾瀬駅

前/ 区役所本庁舎前 

 

【緊急時の配信コンテンツ】 

 Jアラート（全国瞬時警報システム）と連携し、国民

保護情報・緊急地震速報・津波情報・気象警報を受信

した場合、ビュー坊テレビは通常放映を中断し緊急情

報を放映します。 

 

 

 

                                                          ビュー坊テレビ    コンテンツイメージ 

適用時の留意点 

以下のような、何を伝達するかを考慮する必要がある。 

 設置場所近隣に在住の住民に災害情報・避難情報を伝達するのか 

 観光客等の観光施設利用の短期滞在者に災害情報・避難を伝達するのか 

 避難所において避難者に災害情報、自治体の広報を伝達するのか 

 施設利用の不特定多数の住民に災害情報・避難情報を伝達するのか 

 道路走行中の車両搭乗者に災害情報・避難情報を伝達するのか 

性能確認試験結果／準拠基準 

― 

出典（URL等） 
 足立区ＨＰ：http://www.city.adachi.tokyo.jp/saigai/shisetsu/ds.html   
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浸水危険箇所の調査技術 
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概  要 
 

中小河川の水害時の的確な避難や対策の検討にあたっては、地域住民や自治体等が平常時から

浸水に脆弱な危険箇所を把握するとともに、洪水時には、浸水状況を瞬時に把握できることが重

要である。 

ここでは、地域住民や自治体が浸水危険箇所を把握するための技術について、事前に把握する

技術とリアルタイムで把握する技術に分けて事例を掲載する。 

 

 

１）浸水危険箇所の調査技術の定義・範囲 

 ①事前に危険箇所を把握する技術 

 ②リアルタイムで危険箇所を把握する技術 

 

２）浸水危険箇所の調査技術の事例概要整理 

１）で挙げた浸水危険箇所の調査技術について、具体的な事例を次表に整理した。 

 

浸水危険箇所の調査技術の事例概要 

浸水危険箇所 

の調査技術の 

定義・範囲 

ターゲット 事 例 

事前に危険箇所

を把握する技術 

地域住民 

行政（自治体） 

1.重ねるハザードマップを活用した浸水危険箇所の把握 

2.わがまちハザードマップを活用した浸水危険箇所の把握 

リアルタイムで

危険箇所を把握

する技術 

地域住民 

行政（自治体） 

3.大雨警報（浸水害）の危険度分布を活用した浸水危険箇所の

把握 

4.洪水警報の危険度分布を活用した浸水危険箇所の把握 
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1. 重ねるハザードマップを活用した浸水危険箇所の把握 
製品・技術名称／開発者名称 

製品・技術名称 ハザードマップポータルサイト 

開 発 者 名 称 国土交通省 

製品・技術の概要及び特徴（従来工法との対比） 

全国で公表されているハザードマップを活用して、大雨が降った場合の浸水危険箇所や

自宅近くで起こり得る水害の危険性を把握する。 

災害時の避難や、事前の防災対策に役立つ情報が公開されている。 

重ねるハザードマップ 

防災に役立つ様々な情報を 1つの地図上で自由に重ねて表示することができる。 

例えば、「浸水のおそれがある場所」「土砂災害の危険がある場所」「通行止めになるおそ

れがある道路」が１つの地図上で分かる。また、ある地点の自然災害リスクをまとめて

調べることができる。 

閲覧できる情報 

洪水浸水想定区域、津波浸水想定、高潮浸水想定区域、土砂災害警戒区域等、 

ため池決壊による浸水想定区域、道路冠水想定箇所、事前通行規制区間、 

予防的通行規制区間、緊急輸送道路、土地条件図、沿岸海域土地条件図、 

治水地形分類図、地形分類図、明治期の低湿地、活断層図、火山基本図、 

火山土地条件図、色別標高図、大規模盛土造成地 等 

ターゲット 

地域住民、行政（自治体） 

 

○ポータルサイトの画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○重ねるハザード 

マップの画面 
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製品仕様／規格 

－ 

参考価格 

－ 

適用場所、適用例 

「重ねるハザードマップ」を活用した例 

○ある地点で起こりうる様々な災害の危険性を把握する方法 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

適用時の留意点 

重ねられる洪水ハザードマップ（浸水想定区域）は、国交省が公表している直轄河川が多

く、自治体の中小河川はまだ少ない。重ねるハザードマップに無い自治体のハザードマッ

プを見るには、わがまちハザードマップの自治体のリンクページから直接見ることになる。 

性能確認試験結果／準拠基準 

 水害ハザードマップ作成の手引き 平成 28年 4月（令和 3年 12月一部改定） 

 国土交通省水管理・国土保全局 河川環境課水防企画室 

出典（URL 等） 

ハザードマップポータルサイト 

https://disaportal.gsi.go.jp/ 

 

https://disaportal.gsi.go.jp/
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2. わがまちハザードマップを活用した浸水危険箇所の把握 
製品・技術名称／開発者名称 

製品・技術名称 ハザードマップポータルサイト 

開 発 者 名 称 国土交通省 

製品・技術の概要及び特徴（従来工法との対比） 

全国で公表されているハザードマップを活用して、大雨が降った場合の浸水危険箇所や

自宅近くで起こり得る水害の危険性を把握する。 

災害時の避難や、事前の防災対策に役立つ情報が公開されている。 

わがまちハザードマップ 

様々な種類の全国の市町村のハザードマップを閲覧できる。リンク集となっており、全

国のハザードマップを調べることや、ハザードマップの種別ごとに検索することができ

る。ハザードマップの公表状況も地図上で確認することができる。ハザードマップには

過去の浸水被害の実績も掲載されている。 

ターゲット 

地域住民、行政（自治体） 

 

○ポータルサイトの画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○わがまちハザードマップの画面 

 

全国の市町村が作成した 

ハザードマップを地図や 

災害種別から簡単に検索 

することができる。 

 

 

 

 

 

○ハザードマップの画面 

 

 ハザードマップには、 

 過去の浸水実績の情報 

 も掲載されている。 

                             ↑浸水実績 
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製品仕様／規格 

－ 

参考価格 

－ 

適用場所、適用例 

「わがまちハザードマップ」を活用した例 

○様々な種類の全国の市町村のハザードマップを閲覧することができる 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

適用時の留意点 

インターネットでは公開していないハザードマップも存在する（公開、非公開は全国地図

や一覧表で確認できる） 

性能確認試験結果／準拠基準 

 水害ハザードマップ作成の手引き 平成 28年 4月（令和 3年 12月一部改定） 

  国土交通省水管理・国土保全局 河川環境課水防企画室 

出典（URL 等） 

ハザードマップポータルサイト 

https://disaportal.gsi.go.jp/ 

 

https://disaportal.gsi.go.jp/
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3. 大雨警報（浸水害）の危険度分布を活用した浸水危険箇所の把握 
製品・技術名称／開発者名称 

製品・技術名称 大雨警報（浸水害）の危険度分布 

開 発 者 名 称 気象庁 

製品・技術の概要及び特徴（従来工法との対比） 

大雨警報（浸水害）の危険度分布は、大雨警報（浸水害）を補足する情報である。短時間強雨

による浸水害発生の危険度の高まりの予測を示しており、大雨警報（浸水害）等が発表された

ときに、どこで危険度が高まるかを面的に確認することができる。１時間先までの表面雨量指

数の予測値が大雨警報（浸水害）等の基準値に到達したかどうかで、危険度を５段階に判定し、

色分け表示をしている。 

 

※表面雨量指数とは 

 

 

 

ターゲット 

地域住民、行政（自治体） 
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製品仕様／規格 

－ 

参考価格 

－ 

適用場所、適用例 
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適用時の留意点 

大雨警報（浸水害）の危険度分布の色に応じた住民等の行動の例が示されている。 

 

性能確認試験結果／準拠基準 

－ 

出典（URL等） 

浸水キキクル（大雨警報（浸水害）の危険度分布）の解説 

https://www.jma.go.jp/jma/kishou/know/bosai/riskmap_inundation.html 

キキクル（危険度分布）浸水害（気象庁 HP） 

https://www.jma.go.jp/jp/suigaimesh/inund.html 

 

 

https://www.jma.go.jp/jma/kishou/know/bosai/riskmap_inundation.html
https://www.jma.go.jp/jp/suigaimesh/inund.html
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4. 洪水警報の危険度分布を活用した浸水危険箇所の把握 
製品・技術名称／開発者名称 

製品・技術名称 洪水警報の危険度分布 

開 発 者 名 称 気象庁 

製品・技術の概要及び特徴（従来工法との対比） 

気象庁では、市町村内のどこで洪水警報基準値に達するかを視覚的に確認できるよう、

流域雨量指数を基準値で判定した結果を危険度分布の予測を示す情報として提供してい

る。 

 

※流域雨量指数とは 

 

 

 

ターゲット 

地域住民、行政（自治体） 
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製品仕様／規格 

－ 

参考価格 

－ 

適用場所、適用例 
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適用時の留意点 

洪水警報の危険度分布の色に応じた住民等の行動の例が示されている。 

 

性能確認試験結果／準拠基準 

－ 

出典（URL等） 

洪水キキクル（洪水警報の危険度分布）の解説 

https://www.jma.go.jp/jma/kishou/know/bosai/riskmap_flood.html 

キキクル（危険度分布）洪水害（気象庁 HP） 

https://www.jma.go.jp/jp/suigaimesh/flood.html 

 

https://www.jma.go.jp/jma/kishou/know/bosai/riskmap_flood.html
https://www.jma.go.jp/jp/suigaimesh/flood.html
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概  要 
 

浸水防止技術とは、大雨による河川等からの氾濫流に対して家屋等の浸水被害を防止するため

の技術の製品事例であり、①河川堤防からの越水を防止する技術（河川堤防越水防止技術）、②河

川等から溢れ出した氾濫流を誘導して浸水被害を防止する技術（氾濫流の誘導技術）、③個別家屋

の浸水を直接的に防止する技術（家屋等の浸水防止技術）の 3つに分けて整理している。 

次頁以降の表に、浸水防止技術ごとに、各製品の目的（適用性）、製品・技術名称、開発者名称、

運搬設置時の形態（可搬・可動・可変）を整理した。一つの製品であっても①～③の複数の目的

に適用可能な技術もある。 
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製 品 情 報 

  

No. 

目的 

（適用性） 

製品・技術名称 開発者名称 

形態 掲
載
ペ
ー
ジ 

河
川
堤
防
越
水
防
止 

氾
濫
流
の
誘
導
（
浸
水
被
害
防
止
） 

家
屋
等
の
浸
水
防
止 

可
搬
※
１ 

可
動
※
２ 

可
変
※
３ 

◆ 土のう       

1.  ● ○  
連続箱型鋼製枠 

マックスウォール （MAXWALL） 
 

太陽工業株式会社 ●  ● P21 

2.  ● ● ● アクアブロック 

 

日水化学工業株式会社 ●  ● P23 

3.    ● エコクリーン 

 

株式会社神戸メディケア 

 エコクリーン事業部 
●  ● p25 

◆ 水のう       

4.  ● ○  
リバーテクノレビー 三角水のう 

（デルタチューブ） 大型 A-80・標準型 A-50 
 

一般社団法人リバーテクノ研究会 ●  ● p27 

5.    ● 
リバーテクノレビー 三角水のう 

（デルタチューブ） 標準型 B-50 
 

一般社団法人リバーテクノ研究会 ●  ● p29 

6.  ●   タイガーダム  

 

INTERNATIONAL FLOOD CONTROL CORP. ●  ● p31 

7.  ●   越水止めスイノウ（河川堤防用） 

 

株式会社ナショナルマリンプラスチック ●  ● p33 

8.    ● ウォーターフェンス防災型 

 

株式会社ナショナルマリンプラスチック ●  ● p34 

9.    ● ウォーターフェンス B 型 

 

株式会社ナショナルマリンプラスチック ●  ● p35 

10.    ● ウォーターフェンス（パネル式） 

 

株式会社ナショナルマリンプラスチック ●  ● p36 

◆ 止水シート       

11.  ○ ○ ● ウォーターマクガード 

 

太陽工業株式会社 ●   p37 

12.    ● クイックウォーターマクガード 

 

太陽工業株式会社 ●   p39 

◆ 止水板       

13.  ●  ● 
リバーテクノレビー ハイブリッドパネル堤 

 高強度板・軽量採光板 
 

一般社団法人リバーテクノ研究会 ●   p41 

 

【目的（適用性）の分類について】 

●：メーカーカタログに記載があるもの 

○：メーカーカタログに記載はないが、適用可能と推測されるもの 

【形態の分類について】 

＊１ 可搬：設置箇所に運搬し、組立て・装着して使用するもの 

＊２ 可動：予め設置・固定し、動かして使用するもの 

＊３ 可変：水や空気等を充填し、形状を変化させて使用するもの 
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製 品 情 報 

  

No. 

目的 

（適用性） 

製品・技術名称 開発者名称 

形態 掲
載
ペ
ー
ジ 

河
川
堤
防
越
水
防
止 

氾
濫
流
の
誘
導
（
浸
水
被
害
防
止
） 

家
屋
等
の
浸
水
防
止 

可
搬
※
１ 

可
動
※
２ 

可
変
※
３ 

◆ 防水扉       

14.  ●   
リバーテクノレビー 

 フローティング止水デッキ（開発中） 
 

一般社団法人リバーテクノ研究会  
 

● 
自動 

 p43 

        

◆ 防水シャッター       

15.    ● ウォーターガード 防水シャッター 

 

三和シヤッター工業株式会社  ●  p44 

◆ 防水ドア       

16.    ● ウォーターガード S タイトドア 

 

三和シヤッター工業株式会社  ●  p46 

17.    ● ウォーターガード W タイトドア 

 

三和シヤッター工業株式会社  ●  p48 

 

【目的（適用性）の分類について】 

●：メーカーカタログに記載があるもの 

○：メーカーカタログに記載はないが、適用可能と推測されるもの 

【形態の分類について】 

＊１ 可搬：設置箇所に運搬し、組立て・装着して使用するもの 

＊２ 可動：予め設置・固定し、動かして使用するもの 

＊３ 可変：水や空気等を充填し、形状を変化させて使用するもの 
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1. 土のう：マックスウォール 
製品・技術名称／開発者名称 

製品・技術名称 マックスウォール・連続箱型鋼製枠 

開 発 者 名 称 太陽工業株式会社 

製品・技術の概要及び特徴（従来工法との対比） 

 
 施工が容易で重機併用により時間が短縮 

 充填材を選ばず、砂や砕石、現地発生土なども使用可能 

 段積みや分割・短縮・延長・屈曲などが可能 

 カゴが連結されているので一体性が強い 

 組み立て済みで、すぐに使用可能 

 亜鉛メッキ鉄線溶接メッシュのカゴと不織布で構成 

 平積み状態で運搬・保管が可能 

【施工手順】 【堤防の嵩上げ事例】 
 不老川緊急治水対策工事 
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製品仕様／規格 

 
参考価格 

― 

適用場所、適用例 

冠水・浸水対策仮設堤防、河川堤防復旧の裏法材、崩壊地復旧の土留め、盛土内のドレーン材や土留め、その他、嵩上げ材として 

【適用事例】仮設堤防 

越水対策（堤防嵩上工） 
一級河川中ノ口川堤防嵩上（松橋）工事 
 
マックスウォールは鋼製枠の

連結により一体化し、大型土の

うと比べ 4 倍以上の外力に耐

える。 

中詰材に築堤材を使用して止

水性を向上させている。 

 

【適用事例】河川護岸工 

中小河川の規模復旧 
滝沢市護岸復旧工事（仮称） 

 
安定計算上では不要だが、本現

場では 1 段目打設後に差筋を

行い、1 段目と 2 段目のマック

スウォ段目のマックスウォー

ルの上下連結（一体化）を行っ

た。 

 
 

適用時の留意点 

― 

性能確認試験結果／準拠基準 

一体性確認試験 大型土のうの 4倍 

出典（URL等） 

 連続箱型鋼製枠｢マックスウォール工法｣設計・施工マニュアル http://www.rirt.or.jp/research/technical_data.html 

 太陽工業株式会社 

https://www.taiyokogyo.co.jp/products_list/index.php/item?list=1&cell004=&cell003=%E5%9C%9F%E6%9C%A8%E8%B3%87%E6%9D%90&n

ame=%E9%80%A3%E7%B6%9A%E7%AE%B1%E5%9E%8B%E9%8B%BC%E8%A3%BD%E6%9E%A0%0A%E3%80%8C%E3%83%9E%E3%83%83%E3%82%AF%E3%82%B9%E3%8

2%A6%E3%82%A9%E3%83%BC%E3%83%AB%E3%80%8D&id=80&label=1 

 建設総合ポータルサイト けんせつ Plaza http://www.kensetsu-plaza.com/details/ci0336100_mi542244 
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2. 土のう：アクアブロック 
製品・技術名称／開発者名称 

製品・技術名称 アクアブロック 

開 発 者 名 称 日水化学工業株式会社 

製品・技術の概要及び特徴（従来工法との対比） 

 NETIS（国土交通省）登録品 

2010年 12月 27日にアクアブロックが NETIS（国土交通省）登録品として認められました。 

 実用新案登録品 

吸水しやすく内容物が漏れにくい日水化学工業独自製法の麻袋、湿気防止機能を持たせた内袋、特殊ポリマー

を使用したアクアブロック（吸水土のう）の技術が特許庁に認められ、実用新案に登録されました。 

 再利用が可能 

屋外で陰干しすると、約 1割の大きさまでもどり、再利用することができます。 

（気温や天候により、乾燥するまでの日数は変わります。ただし、海水対応版、使い捨て版は再利用出来ません。） 

 麻袋を使用 

天然素材の麻袋を使用することで、自然分解しやすく、環境に優しい吸水土のうが完成しました。 

また、麻袋は摩擦が大きいので積み重ねても滑りにくく、確実に水を堰き止めます。 

 軽量化を実現 

一重構造の麻袋を使用することで、驚くほど軽いアクアブロック（吸水土のう）を開発しました。 

軽いので持ち運びが非常に楽です。 

 スピード給水を実現 

たったの 3 分でアクアブロック（吸水土のう）が完成するので、水害・浸水など緊急時の初動対策に効果を

発揮します。 

 積み重ねても離水が少なく安定 

粗悪品の吸水土のうは、吸水性ポリマーの品質が悪い（保水能力が低い）と袋の網目から吸水ポリマーが漏

れるため離水が激しく、すぐに小さくなります。 

しかしながら、アクアブロックは高品質で保水能力が高い吸水性ポリマー、水を吸水しやすく離水しにくい

特殊な網目構造をもつ麻袋を使用しているため、離水が少なく、積み重ねても安定しています。 

 頑丈、強固な製品 

日水化学工業が独自に開発した麻袋は、均一で細かい網目で一重構造の天然麻を丁寧に内縫い仕上げしてあ

るため、非常に頑丈、強固です。 

落下試験（5.5m）、荷重試験（荷重 200kg）、杭打ち試験時でも破損がない優れものです。 

 保管に場所をとらない 

アクアブロックは 640×460×140mm（ND/NX-10、15、20）、640×460×180mm（NSD シリーズ、ND/NX-15L）の

コンパクトな箱に梱包されているので、保管場所が少なくてすみます。 

保管場所の目安として、1m3あたり 2列の 10段積み（ND/NX-20で 400枚）で保管が可能です。 

 豊富な商品数で販売 

再利用可能版、使い捨て版、海水対応版の 3 パターンとサイズ 4 種類（8kg、15kg、15kg ロング、20kg）の

合計 12種類のアクアブロックを販売しています。ご使用用途に応じてお選び頂けますので、非常に便利です。 

 

 使用方法 
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製品仕様／規格 

 
参考価格 

― 

適用場所、適用例 

 災害現場の水対策：川の増水時や土石流発生時の簡易堤防用として使用できます。 

 流入防止：地下道・地下街・地下駐車場など地下への流入防止用として使用できます。 

 回し水：鉄道線路・道路へのあふれ水防止や崖崩れ防止の為の回し水用として使用で

きます。 

 浸水防止：車庫・店舗・家屋の床下・床上浸水の防止用として使用できます。 

 たまり水除去：水道管工事やガス管工事、球場や競技場などの溜まり水を吸水除去で

きます。 

 除水：ゴルフ場のバンカーや浸水による通行止め箇所の除水用として使用できます。  

 水路誘導：雪解け水や大雨時の水路誘導用、工事現場などへの流入防止用として使用

できます。 

適用時の留意点 

アクアブロックご使用の際は次の点にご注意ください。 

 再利用可能版、使い捨て版は、海水や海水を含む水ではご使用できません。 

（海水に使用する場合は、海水対応版をご利用ください。） 

 酸性の水（pHが 4以下）、アルカリ性の水（pHが 10以上）にはご使用できません。 

 直射日光の当る場所や高温多湿の場所での保管は避けてください。 

 ポリマーが流出した場合は、水で洗い流してください。 

 用途以外には、ご使用にならないでください。 

性能確認試験結果／準拠基準 

吸水時間：3分 吸水後重量：20kg 

出典（URL等） 

 http://www.aquablock.jp/ 日水化学工業株式会社 ホームページ 

8Kg 

8Kg 

8Kg 
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3. 土のう：エコクリーン 
製品・技術名称／開発者名称 

製品・技術名称 エコクリーン 

開 発 者 名 称 株式会社神戸メディケア エコクリーン事業部 

製品・技術の概要及び特徴（従来工法との対比） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 すぐに使える 

防災は初期活動が大切 

 土はいらない 

水を使う新時代の吸水土のう 

 約 3分で土のうになる 

水を吸って土のうになる 

 軽いので楽々運べる 

使用前は 400ｇ⇒吸水後 20kg 

 技術はいらない 

水槽につけると簡単に膨れる 

 保管は省スペース 

一坪で 1500枚保管/５年保証 

 廃棄処理は 

自然乾燥後に廃棄又は塩カル溶液で脱水処理 

 高潮など海水対策 

海水型/K-150をご利用下さい 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

耐用期間：５年 
※耐用期間とは…保管管理（特に湿気管理）に問題がなければ５年は使用可。 
保管方法：●多湿性の場所を避ける 

     ●スノコの上に風通良くする 

     ●一坪／１５００枚備蓄可能 

製品仕様／規格 

 

淡水用 吸水性簡易土のう標準型 

T－20 20～22㎏（持ち手つき） 

 

【特需・競売入札向け】 

H－18 18kg（持ち手つき） 

海水型 

k－150 15～17kg（持ち手つき） 
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参考価格 

 エコクリーン実用型 T－20 （20～22㎏）：1枚：1,595円（税込）⇒販売価格 1枚：975円（税込） 

 エコクリーン H－18（18kg）：1枚：1,320円（税込） 

 海水型 K－150（15～17kg）：1枚：2,750円（税込） 

※発送単位は 20枚/1ケースより 

※送料：1,000円（北海道・離島を除く）となります。 

★5ケース以上で送料無料となります。 

適用場所、適用例 

 地下駐車場への浸水対策 

 
【吸水性簡易土のう】で初動対策を・・・ 

地下駐車場や地下街に流れ込んだ水の侵入を防ぐ為には、

おおよそ「吸水性簡易土のう」を 3 箱 60 枚を準備してい

れば充分といえます。多くの状況を見れば水の流入面積は

横幅が約 10メートル、水量の高さが約 10センチ余りで「吸

水性簡易土のう」を横一列に並べて約 20 袋、階段正面以

外の側面に約 10袋と合計 30袋で応急措置は出来ると考え

られます。仮に水量の高さが 15～20 センチになっても、

縦 2段積みにしても 60枚で地下への流入阻止は可能です。 

 

 河川の氾濫・廻し水対策 

 
水害・河川の氾濫を『廻し水』で対策 

大雨による河川の増水、堤防の決壊時等に、効果的な威力

を発揮します。  

土のう作成が短時間で行えることで、素早い対応が可能と

なります。  

※画像 左：施行前 右：施行後 約 10～15個程度  

 

 

適用時の留意点 

― 

性能確認試験結果／準拠基準 

吸水時間：3～5分 吸水後重量：20kg 

出典（URL等） 

 http://donou.jp/ 株式会社 神戸メディケア エコクリーン事業部 ホームページ 
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4. 水のう：リバーテクノレビー 三角水のう（デルタチューブ）大型A-80・標準型A-50 
製品・技術名称／開発者名称 

製品・技術名称 リバーテクノレビー 三角水のう（デルタチューブ） 大型 A-80・標準型 A-50 

開 発 者 名 称 一般社団法人リバーテクノ研究会 

製品・技術の概要及び特徴（従来工法との対比） 

たった 2人、わずか 20分で止水処理完了。土のうにかわる水防ツール誕生。 

緊急時に要求される、迅速性と容易性、そして安全・確実性。そのすべてを満たす簡易水防ツールがデルタチュー

ブ。地域住民の方々の安全を守り、作業者の負担を軽減します。 

遮水性の高いシートを用いて製作した三角形の長い袋体を堤体の上に伸ばして敷置し、その後袋体の中に水を注

入することで堤防からの越水を防止する、これまでの土のうに代わる水防ツールです。折り畳んで収納・移動が

できる軽量さと迅速に設置できる簡易性、そして越水や浸水を防ぐ水密性を兼ね備えたモバイルレビーです。 

 

 早期防災機能発揮：手順が簡単で迅速に設置できます。 

 軽量でコンパクト：折り畳んで収納でき、軽くて運び易い。 

 廃材処理不要で低コスト：再利用可能で経済的。 

 

従来工法との対比 

 軽量で注水での充填により人力での運搬・敷

設が容易で早期に防災機能発揮 

 小さく折り畳んで収納できるため保管場所を

とらず、繰り返し利用可能で経済的 

 使用後は排水するだけなので廃材処理が不要 
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製品仕様／規格 

＜材  質＞ 基布：ポリエステル 100％  コーティング樹脂：ポリ塩化ビニル（PVC） 

＜物理特性＞ 厚さ(㎜)＊1：0.85 

       引張強さ(N/3㎝)＊2：縦 1962以上 横 1962以上 

       伸び率(%)＊2       ：縦 35以下    横 35以下      ＊1：JIS K 6404 ＊2：JIS L 1096A 

＜仕  様＞ 

品 番 類 型 仕 様 適 用 

 型式 膜材 
高さ［注水時］ 

（㎝） 

幅 

（㎝） 

全長 

（㎝） 

容量 

（㎥） 

乾燥重量 

（㎏） 
適用水深 

A-80 大型 高強度タイプ 110［100］ 200 400 約 4.4 約 30 80 ㎝以下 

A-50 標準型 高強度タイプ 70［60］ 120 600 約 2.5 約 30 50 ㎝以下 
 

参考価格 

A-80：74,000円/m   A-50：44,000円/m 

適用場所、適用例 

 堤防上に適用可能 

 河川上中流部など流木等の流下が

あるような場所や都市河川で投棄

物が流れてくるような場所への適

用に「高強度タイプ」を推奨 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

適用時の留意点 

 給水設備を確保しておくこと 

設置時には、ポンプや給水車等の給水設備が必要となる。洪水時における給水設備を確保しておく必要がある。 

 敷設場所の地表面形状に注意すること 

敷設場所に不陸や大きな凹凸があると止水性を確保できないので、設置場所をあらかじめ整地しておく必要がある。 

 適用水深を超える場合についての配慮 

基本的には適用水深を超えないような場所で使用することが前提だが、適用水深を超える、あるいは越流する可能

性のある場所では、転倒等の危険性が高くなることに留意して適用する必要がある。 

 機能の確実な発揮のための工夫 

止水性と安定性確保のため、土のう(押さえ重し)やアンカーを併用する必要がある。 

性能確認試験結果／準拠基準 

安定性の確認済、止水性：A-80 5.4ℓ/m/min (水深 80cm） 

耐衝撃性確認済、耐候性：暴露 2年間で 90%以上の強度保持率を確保、耐薬品性：酸・アルカリで 97%以上の強度保持率 

一般財団法人日本消防設備安全センター 消防防災製品等推奨製品 

出典（URL等） 

 https://www.taiyokogyo.co.jp/products_list/index.php/item?label=1&cell003=%E5%9C%9F%E6%9C%A8%E8%B3%87%E6%9D

%90&cell004=%E6%B2%B3%E5%B7%9D%E3%83%BB%E3%83%80%E3%83%A0&name=%E5%8F%AF%E6%90%AC%E5%BC%8F%E7%89%B9%E6%AE%8

A%E5%A0%A4%E9%98%B2%EF%BC%88%E4%B8%89%E8%A7%92%E6%B0%B4%E3%81%AE%E3%81%86%E3%80%8C%E3%83%87%E3%83%AB%E3%82%

BF%E3%83%81%E3%83%A5%E3%83%BC%E3%83%96%E3%80%8D&id=99 

太陽工業株式会社ホームページ（土木資材製品 > 土木資材製品（使用場所別） > 海洋・港湾 > デルタチューブ） 

 一般社団法人リバーテクノ研究会「モバイルレビーの適用と設計の手引き Ver.2」H29.4 

 平成 29 年度荒川水防新技術見学会資料 
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5. 水のう：リバーテクノレビー 三角水のう（デルタチューブ）標準型 B-50 
製品・技術名称／開発者名称 

製品・技術名称 リバーテクノレビー 三角水のう（デルタチューブ） 標準型 B-50 

開 発 者 名 称 一般社団法人リバーテクノ研究会 

製品・技術の概要及び特徴（従来工法との対比） 

たった 2人、わずか 20分で止水処理完了。土のうにかわる水防ツール誕生。 

緊急時に要求される、迅速性と容易性、そして安全・確実性。そのすべてを満たす簡易水防ツールがデルタチュー

ブ。地域住民の方々の安全を守り、作業者の負担を軽減します。 

遮水性の高いシートを用いて製作した三角形の長い袋体を堤体の上に伸ばして敷置し、その後袋体の中に水を注

入することで堤防からの越水を防止する、これまでの土のうに代わる水防ツールです。折り畳んで収納・移動が

できる軽量さと迅速に設置できる簡易性、そして越水や浸水を防ぐ水密性を兼ね備えたモバイルレビーです。 

 

 早期防災機能発揮：手順が簡単で迅速に設置できます。 

 軽量でコンパクト：折り畳んで収納でき、軽くて運び易い。 

 廃材処理不要で低コスト：再利用可能で経済的。 

 

従来工法との対比 

 軽量で注水での充填により人力での運搬・敷

設が容易で早期に防災機能発揮 

 小さく折り畳んで収納できるため保管場所を

とらず、繰り返し利用可能で経済的 

 使用後は排水するだけなので廃材処理が不要 
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製品仕様／規格 

＜材  質＞ 基布：ポリエステル 100％  コーティング樹脂：ポリ塩化ビニル（PVC） 

＜物理特性＞ 厚さ(㎜)＊1：0.47 

       引張強さ(N/3㎝)＊2：縦 1368以上 横 1230以上 

       伸び率(%)＊2       ：縦 30以下    横 40以下      ＊1：JIS K 6404 ＊2：JIS L 1096A 

＜仕  様＞ 

品 番 類 型 仕 様 適 用 

 型式 膜材 
高さ［注水時］ 

（㎝） 

幅 

（㎝） 

全長 

（㎝） 

容量 

（㎥） 

乾燥重量 

（㎏） 
適用水深 

B-50 標準型 標準タイプ 70［60］ 120 600 約 2.5 約 20 40 ㎝以下 
 

参考価格 

38,000円/m 

適用場所、適用例 

 堤内地など（堤防上は適用不可） 

 流下物が流れてこない場所で内水氾濫対策等 

 

   
                堤内地の企業等の入り口部                 河川沿いの相対的に地盤が低い区間 

 

適用時の留意点 

 給水設備を確保しておくこと 

設置時には、ポンプや給水車等の給水設備が必要となる。洪水時における給水設備を確保しておく必要がある。 

 敷設場所の地表面形状に注意すること 

敷設場所に不陸や大きな凹凸があると止水性を確保できないので、設置場所をあらかじめ整地しておく必要がある。 

 適用水深を超える場合についての配慮 

基本的には適用水深を超えないような場所で使用することが前提だが、適用水深を超える、あるいは越流する可能

性のある場所では、転倒等の危険性が高くなることに留意して適用する必要がある。 

 機能の確実な発揮のための工夫 

止水性と安定性確保のため、土のう(押さえ重し)やアンカーを併用する必要がある。 

 堤防上は適用不可 

性能確認試験結果／準拠基準 

安定性の確認済、止水性：B-50 3.5ℓ/m/min(水深 50cm） 

耐衝撃性確認済、耐候性：暴露 2年間で 90%程度の強度保持率を確保、耐薬品性：酸・アルカリで 95%以上の強度保持率 

出典（URL等） 

 https://www.taiyokogyo.co.jp/products_list/index.php/item?label=1&cell003=%E5%9C%9F%E6%9C%A8%E8%B3%87%E6%9D

%90&cell004=%E6%B2%B3%E5%B7%9D%E3%83%BB%E3%83%80%E3%83%A0&name=%E5%8F%AF%E6%90%AC%E5%BC%8F%E7%89%B9%E6%AE%8

A%E5%A0%A4%E9%98%B2%EF%BC%88%E4%B8%89%E8%A7%92%E6%B0%B4%E3%81%AE%E3%81%86%E3%80%8C%E3%83%87%E3%83%AB%E3%82%

BF%E3%83%81%E3%83%A5%E3%83%BC%E3%83%96%E3%80%8D&id=99 

太陽工業株式会社ホームページ（土木資材製品 > 土木資材製品（使用場所別） > 海洋・港湾 > デルタチューブ） 

 一般社団法人リバーテクノ研究会「モバイルレビーの適用と設計の手引き Ver.2」H29.4 

 平成 29 年度荒川水防新技術見学会資料 
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6. 水のう：タイガーダム 
製品・技術名称／開発者名称 

製品・技術名称 タイガーダム 

開 発 者 名 称 INTERNATIONAL FLOOD CONTROL CORP. 

製品・技術の概要及び特徴（従来工法との対比） 

従来の土のうや砂袋に換わる、水のう型浸水防止システム「タイガーダム」が、水害時の浸水対策時間を大幅に短縮。

人々の危険を回避して、生命と財産を守ります。 

水を注入されたチューブが水のうとなり、接続されることで大きなダムを形成。長さは 15メートルから数キロメー

トルまで、高さは 45cmから設置箇所に合わせて、多様な形・サイズが設定出来ます。仕様もいたってシンプル。簡

単に接続し、組み立てる事が出来ます。 

 

 チューブに注水するだけ、シンプル構造。 

 短時間かつ省労力で簡単に設営可能。 

 使用後は排水するだけ、廃棄物なし。 

 繰り返して利用可能で経済的。 

 消防ポンプ、消火栓各種からの注水も可能。 

 丸めて収納でき、持ち運びも簡単。 

 給排水部には逆止弁が付いており、安心。 

 

従来工法との対比 

 軽量で注水での充填により人力での運搬・敷設が容易で早期に防災機能発揮 

 小さく折り畳んで収納できるため保管場所をとらず、繰り返し利用可能で経済的 

 使用後は排水するだけなので廃材処理が不要 

 
製品仕様／規格 

[乾 燥 時] 全長：16.46m 幅：0.75m 重量：約 27.2kg 

[注 水 時] 幅：55cm×高さ：約 45cm 容量：2,763L 重量：2,720kg 

[構造素材] ポリエステル加工膜チューブ 給排水バルブ構造 

・規定サイズの製品を組み合わせての設置が可能です。 

・延長方向は制限なくに延長可能です。高さ方向にはピラミッド積で 50cm～約 2mまで設置可能です。 

・特別な技術作業がないので、最低 2～3名且つ女性でも設置可能です。 
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参考価格 

問合せ 

適用場所、適用例 

 
適用時の留意点 

― 

性能確認試験結果／準拠基準 

製造元： US Flood Control Corp. （アメリカ合衆国） 

 

製品性能は検査機関において実証済み 

出典（URL等） 

 https://www.takamiya.co/product/detail/40/ 株式会社タカミヤホームページ 

 https://www.takamiya.co/tigerdam/ タイガーダム特設ページ 
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7. 水のう：越水止めスイノウ 
製品・技術名称／開発者名称 

製品・技術名称 越水止めスイノウ（河川堤防用） 

開 発 者 名 称 株式会社ナショナルマリンプラスチック 

製品・技術の概要及び特徴（従来工法との対比） 

河川の増水時、越水止め工法のひとつとして国土交通省（建設省）納入実績多数。 

1基 6mを連結させて延長できます。 

中に水を入れて越水を防ぎます。 

 ポンプで水を注入することにより、スピーディーな対応ができます。 

 ターポリン製（補強布入り塩ビシート）のため、軽量で運搬・格納が簡単。 

 約 6m単位で連結して使用できます。 

 水圧による滑動を防ぐため、両側に固定用ベルトが付いています。 

 流木などによる破損を防ぐ目的でキャンバス製保護カバーが付いています。 

 演習や緊急用として繰り返し利用できます。 

 国土交通省（建設省）へ数多くの納入実績があります。 

 

従来工法との対比 

 軽量で注水での充填により人力での運搬・敷設が容易で早期に防災機能発揮 

 小さく折り畳んで収納できるため保管場所をとらず、繰り返し利用可能で経済的 

 使用後は排水するだけなので廃材処理が不要 

 

   

製品仕様／規格 

巾約 1,200㎜×長さ約 6,100㎜×高さ約 700㎜（容量約3,400ℓ） 

参考価格 

550,000円/1基（6m） 

適用場所、適用例 

河川の増水時、越水止め工法のひとつとして。1基 6mを連結させて延長できます。 

適用時の留意点 

― 

性能確認試験結果／準拠基準 

― 

出典（URL等） 

 http://www.n-m-p.net/product/disaster/over-topping-suino.html 

株式会社ナショナルマリンプラスチックホームページ  取り扱い商品 > 防災対策 > 越水止めスイノウ 

 http://www.n-m-p.net/dcms_media/other/catalog-kumitateso.pdf 

株式会社ナショナルマリンプラスチック防災対策製品カタログ 

 平成 29 年度荒川水防新技術見学会資料 
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8. 水のう：ウォーターフェンス防災型 
製品・技術名称／開発者名称 

製品・技術名称 ウォーターフェンス防災型 

開 発 者 名 称 株式会社ナショナルマリンプラスチック 

製品・技術の概要及び特徴（従来工法との対比） 

アコーディオン式に伸縮します。 

中に水を入れ、浸水を防ぎます。 

断面が台形に保形されていて安定します。 

引き伸ばして設置、押し縮めて収納。 

設置場所に応じた長さにて製造します。 

 

 アコーディオンのように伸び縮みします。 

 断面が台形に保形されているので安定します。 

 中に水を入れて使います。 

 設置面の凹凸に追従し、止水します。 

 使用後は押し縮めてコンパクトに格納できます。 

 繰り返し使用できます。 

 台風やゲリラ豪雨などの備えとして。 

 土嚢の設置、保管場所や衛生管理の面でメリットがあります。 

 

従来工法との対比 

 軽量で注水での充填により人力での運搬・敷設が容易で早期に防災機能発揮 

 小さく押し縮めて収納できるため保管場所をとらず、繰り返し利用可能で経済的 

 使用後は排水するだけなので廃材処理が不要 

製品仕様／規格 

Ｗ500×Ｈ300（㎜）×長さ（設置場所にあわせて設計します。） 

1ｍ辺り 110Ｌ程度の水を使います。 

参考価格 

49,000円/m 

適用場所、適用例 

駐車場入り口など、スロープのある地下駐車場や、ターンテーブル式の駐車場、立体式の駐車場 

  
適用時の留意点 

水道・給水栓の確保 

性能確認試験結果／準拠基準 

― 

出典（URL等） 

 http://www.n-m-p.net/product/disaster/waterfence-dp.html 

株式会社ナショナルマリンプラスチックホームページ（取り扱い商品 > 防災対策 > ウォーターフェンス防災型） 

 http://www.n-m-p.net/dcms_media/other/catalog-kumitateso.pdf 

株式会社ナショナルマリンプラスチック防災対策製品カタログ 

 平成 29 年度荒川水防新技術見学会資料 
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9. 水のう：ウォーターフェンス B 型 
製品・技術名称／開発者名称 

製品・技術名称 ウォーターフェンス B型 

開 発 者 名 称 株式会社ナショナルマリンプラスチック 

製品・技術の概要及び特徴（従来工法との対比） 

二本のホースが並列につながっているイメージ形状。 

本体はそれぞれ 2室に分かれていて、横に栴檀変形移動を防止します。 

高周波溶着加工による優れた気密構造です。 

消防ホースのように巻いて収納できるので、コンパクトにスッキリと格納できます。 

本体シート（ＰＶＣターポリン）のみで構成されているので軽量です。 

 

製品仕様／規格 

設置巾約 480㎜×高さ約 150㎜×長さ設置場所に合わせて設計したします。水量は 1ｍ辺り 60Ｌ程度。 

参考価格 

14,000円/m 

適用場所、適用例 

 
適用時の留意点 

水道・給水栓の確保 

性能確認試験結果／準拠基準 

― 

出典（URL等） 

 http://www.n-m-p.net/product/disaster/waterfence-b.html 

株式会社ナショナルマリンプラスチックホームページ（取り扱い商品 > 防災対策 > ウォーターフェンス B 型） 

 http://www.n-m-p.net/dcms_media/other/catalog-waterfence-b-model.pdf 

株式会社ナショナルマリンプラスチック ウォーターフェンス B 型カタログ 

 平成 29 年度荒川水防新技術見学会資料 
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10. 水のう：ウォーターフェンス（パネル式） 
製品・技術名称／開発者名称 

製品・技術名称 ウォーターフェンス（パネル式） 

開 発 者 名 称 株式会社ナショナルマリンプラスチック 

製品・技術の概要及び特徴（従来工法との対比） 

側面にパネルを封入し、断面が三角形状に保形されて安定しています。 

折りたたみがシンプルで簡単、スッキリした形状で保管できます。 

注水口、排水口がシンプルに、散水用ホースにマッチします。 

軽量です。（3mで 8㎏の目安） 

15cm程度までの水位を止水します。 

  
製品仕様／規格 

Ｗ480×Ｈ300（㎜）×長さ（設置場所にあわせて設計します。） 

1ｍ辺り 70Ｌ程度の水を使います。 

15cm程度の水位に対応する想定 

参考価格 

15,000円/m 

適用場所、適用例 

駐車場入り口など、スロープのある地下駐車場や、ターンテーブル式の駐車場、立体式の駐車場 

適用時の留意点 

水道・給水栓の確保 

性能確認試験結果／準拠基準 

― 

出典（URL等） 

 http://www.n-m-p.net/product/disaster/copy_copy_waterfence-b.html 

株式会社ナショナルマリンプラスチックホームページ（取り扱い商品 > 防災対策 > パネル式ウォーターフェンス） 

 平成 29 年度荒川水防新技術見学会資料 
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11. 止水シート：ウォーターマクガード 
製品・技術名称／開発者名称 

製品・技術名称 ウォーターマクガード 

開 発 者 名 称 太陽工業株式会社 

製品・技術の概要及び特徴（従来工法との対比） 

 

   
製品仕様／規格 
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参考価格 

― 

適用場所、適用例 

敷地内や建物への浸水防止 

適用時の留意点 

支柱立込部（既設構造物との摺りつけ部含む）は別途工事が必要 

性能確認試験結果／準拠基準 

三角水のう A-50 A-80と材質は同じであり本体の性能は同様 

出典（URL等） 

 太陽工業株式会社「ウォーターマクガード」パンフレット(2016.6.15) 
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12. 止水シート：クイックウォーターマクガード 
製品・技術名称／開発者名称 

製品・技術名称 クイックウォーターマクガード 

開 発 者 名 称 太陽工業株式会社 

製品・技術の概要及び特徴（従来工法との対比） 

 

 
製品仕様／規格 
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参考価格 

― 

適用場所、適用例 

― 

適用時の留意点 

車両用防護柵（ガードレール形式：Gr-C-2B）で構造検討・湛水実験を行っております。他の防護柵に取付ける際

は、防護柵の必要強度をご検討の上、ご使用願います。 

性能確認試験結果／準拠基準 

三角水のう A-50 B-50と材質は同じであり本体の性能は同様 

出典（URL等） 

 太陽工業株式会社「クイックウォーターマクガード」パンフレット(2016.12.20) 
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13. 止水板：リバーテクノレビー ハイブリッドパネル堤 高強度板・軽量採光板 
製品・技術名称／開発者名称 

製品・技術名称 リバーテクノレビー ハイブリッドパネル堤 高強度板・軽量採光板 

開 発 者 名 称 一般社団法人リバーテクノ研究会 

製品・技術の概要及び特徴（従来工法との対比） 

ハイブリットパネル方式（搬入型）は、一定間隔に設置した支柱間にパネルをはめ込んで止水壁を構築し、河岸

などからの越水を防止するモバイルレビーである。この方式は、「3.2 モバイルレビーの事例」で紹介した畳堤（揖

保川・長良川）や可搬式特殊堤防（エルベ川・ライン川）のように、平常時の景観を保全する機能（二面性の確

保）を有している。 

 

ハイブリッドパネル堤は、パネルとして剛性の大きい軽量板を用いることで、以下のような特徴を有し、従来の

畳堤に比べ、操作性、機能性、省スペース性、及び経済性の向上を図ることができる。 

 設置が容易であること（操作性） 

剛性の大きい軽量板を用いることで、搬入、取り付けなどの操作性の良さを確保できる。 

 止水機能に優れること（機能性） 

従来の畳堤や木製の角落しに比べ、止水性と強度に優れ、防水機能を確実に発揮できる。 

 保管しやすいこと（省スペース性） 

軽量で重ねて格納できるため保管用のスペースが小さくてすみ、かつ劣化しにくい。 

 維持管理コストの低減が図れること（経済性） 

耐候処理を施せば、パネルは 10年間程度繰り返し使用が可能である。（水密ゴムは消耗品として、2～3

年程度で交換を行う） 

 

従来工法との対比 

 剛性の大きい軽量板で運搬・敷設が容易で早期に防災機能発揮 

 止水性と強度に優れ、防水機能を確実に発揮 

 軽量で重ねて収納できるため保管場所をとらず、繰り返し利用可能で経済的 

 

   
 

 
ハイブリットパネル方式の一般的な構造 
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製品仕様／規格 

① 高強度板（塩化ビニル樹脂複合板） 

   ・必要高さに板を積み重ねることができる（3枚積み重ねで 1mの高さ）。 

   ・軽量で高強度である。パネル（8kg/枚）間に挟み込んだ止水ゴムにより水密性が確保される。 

 

② 軽量採光板（ポリカーボネート複層板） 

   ・軽量（11kg/枚）で持ち運び設置が容易である。 

   ・ハニカム構造で耐性が大きい 

   ・パネルが透明であり設置状態で水深が分かる。（透過性） 

 

 

タイプ 1ユニット標準寸法 備考 

高強度板 1475(W)×300(H)×30(t) 
8kg/枚、PVC複合版 

（最大で 2m程度のスパンまで制作可能） 

軽量採光板 1495(W)×1000(H)×32(t) 
11kg/枚、PC複層板＋SUS、AL枠＋SUS補強 

（最大でスパン 1.5m） 
 

参考価格 

― 

適用場所、適用例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

適用時の留意点 

設置場所の状況等により、強度・水密性を照査した上で、ガードレールや転落防止施設（手すり、安全柵、等）

を支柱として利用するバリエーションや、引き上げ式支柱（埋設したポストホールに支柱を格納し、必要時に引

き上げて固定する）、支柱の無いはめ込み式など、様々な工夫が考えられる。 

また、支柱の外観を工夫したり、平常時には支柱をベンチとして活用する構造とするなどにより、平常時の良好

な景観を形成することも考えられる。 

  
平常時の景観に配慮した支柱の工夫例（イメージ） 

性能確認試験結果／準拠基準 

2.57リットル／（1.5m）／5分＝0.34リットル／ｍ／分 リバーテクノ研究会性能確認試験 

出典（URL等） 

 一般社団法人リバーテクノ研究会「リバーテクノレビー パンフレット」 

 一般社団法人リバーテクノ研究会「モバイルレビーの適用と設計の手引き Ver.2」H29.4 

 

  

畳堤（揖保川 兵庫県） 

畳堤（長良川 岐阜県） 
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14. 防水扉：リバーテクノレビー フローティング止水デッキ（開発中） 
製品・技術名称／開発者名称 

製品・技術名称 リバーテクノレビー フローティング止水デッキ 

開 発 者 名 称 一般社団法人リバーテクノ研究会 

製品・技術の概要及び特徴（従来工法との対比） 

浮体起動・洪水水圧利用による回転型止水壁(洪水時)親水遊歩道(常時) 

 フロートの浮力で止水壁が初期起動(回転が始動)する。 

 洪水で水位上昇するにつれ、止水壁に作用する水圧が回転力になる(回転を加速)。 

 常時に遊歩道として親水空間を演出。地震時は緊急避難路として活用。 

 
従来工法との対比 

 洪水時の水位上昇に追随して自立する（自己防災機能発揮） 

 歩道として安全な通路を確保できる（多機能） 

 

 
製品仕様／規格 

― 

参考価格 

― 

適用場所、適用例 

 
適用時の留意点 

― 

性能確認試験結果／準拠基準 

― 

出典（URL等） 

 一般社団法人リバーテクノ研究会「リバーテクノレビー パンフレット」 

 一般社団法人リバーテクノ研究会「モバイルレビーの適用と設計の手引き Ver.2」H29.4 
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15. 防水シャッター：ウォーターガード 防水シャッター 
製品・技術名称／開発者名称 

製品・技術名称 ウォーターガード 防水シャッター 

開 発 者 名 称 三和シヤッター工業株式会社 

製品・技術の概要及び特徴（従来工法との対比） 

業界初、防水機能がついた電動パネルシャッターです。 

（一財）建材試験センターにおける 

        浸水防止シャッターの技術評価取得 

 

防水機能がついた電動パネルシャッターです。防水機能を有するパネル式シャッターは、業界初です。（当社調べ）

浸水高さ最大 3.0mまで浸水可能で通常時は管理用シャッターとして使用でき、地下鉄や地下街の出入口に最適です。 
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製品仕様／規格 

 
参考価格 

― 

適用場所、適用例 

 地下鉄・地下階段の出入口 

 地下機械室の出入口 

 河川沿いの工場・倉庫出入口 

適用時の留意点 

 
性能確認試験結果／準拠基準 

一般財団法人建材試験センター 浸水防止シャッターの技術評価書取得 

出典（URL等） 

 http://www.sanwa-ss.co.jp/digital_catalog/pdf/s_100.pdf  

 三和シヤッターホームページ 防水商品「ウォーターガード総合カタログ」発行年月：2021年6月 

 http://www.sanwa-ss.co.jp/professional/products/water_proof/000561.html  

 三和シヤッターホームページ  ＞ 建築・設計関係のお客様向け商品 ＞ ウォーターガード 防水シャッター 
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16. 簡易式防水ドア：ウォーターガード S タイトドア 
製品・技術名称／開発者名称 

製品・技術名称 ウォーターガード Sタイトドア 

開 発 者 名 称 三和シヤッター工業株式会社 

製品・技術の概要及び特徴（従来工法との対比） 

簡単操作で浸水高さ 1mまで対応。 

（一財）建材試験センターにおける浸水防止ドアの技術評価取得 

 

 従来のスチールドアと同じ操作で浸水高さ 1mまで対応可能です。 

（両開きはグレモンハンドル操作が必要になります。） 

 防水性と防火性が求められる場所にも使用でき電気錠、窓付きも対応可能です。 

 ※防火性能は例示仕様による特定防火設備です。 
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製品仕様／規格 

 
 

参考価格 

― 

適用場所、適用例 

 ビル・マンションの通用口 

 設備室・機械室や倉庫の出入口 

 その他、建物外周りの出入口 

適用時の留意点 

 
性能確認試験結果／準拠基準 

一般財団法人建材試験センター 浸水防止ドアの技術評価書取得 

出典（URL等） 

 http://www.sanwa-ss.co.jp/digital_catalog/pdf/s_100.pdf  

 三和シヤッターホームページ 防水商品「ウォーターガード総合カタログ」発行年月：2021年6月 

 http://www.sanwa-ss.co.jp/professional/products/water_proof/000663.html 

 三和シヤッターホームページ  ＞ 建築・設計関係のお客様向け商品 ＞ ウォーターガード Sタイトドア 
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17. 簡易式防水ドア：ウォーターガード W タイトドア 
製品・技術名称／開発者名称 

製品・技術名称 ウォーターガード Wタイトドア 

開 発 者 名 称 三和シヤッター工業株式会社 

製品・技術の概要及び特徴（従来工法との対比） 

防水性・気密性・水密性を備えた二重構造の防水ドアです。 

（一財）建材試験センターにおける浸水防止ドアの技術評価取得 

 

 防水性・気密性・水密性を備えた二重構造の防水ドアです。 

 津波加重に耐える強度な構造なので設備室や機械室などの出入口に最適です。 

 浸水高さ最大 3mまで対応可能です。 
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製品仕様／規格 

 
参考価格 

― 

適用場所、適用例 

下水処理場、ポンプ場の機械室 

地下通路の出入口 

河川沿いの工場・倉庫出入口 

適用時の留意点 

※防火設備としては使用できません。 

 
性能確認試験結果／準拠基準 

一般財団法人建材試験センター 浸水防止ドアの技術評価書取得 

出典（URL等） 

 http://www.sanwa-ss.co.jp/digital_catalog/pdf/s_100.pdf  

 三和シヤッターホームページ 防水商品「ウォーターガード総合カタログ」発行年月：2021年6月 

 http://www.sanwa-ss.co.jp/professional/products/water_proof/000562.html 

 三和シヤッターホームページ  ＞ 建築・設計関係のお客様向け商品 ＞ ウォーターガード Wタイトドア 
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概要 

 中小河川等において治水施設や周辺地盤状況、河道状況を点検・モニタリングすること

は、異常の早期発見や予防保全措置のために重要である。 

 ここでは、治水施設とその周辺の変状、並びに水位を迅速に把握するための製品、技術に

ついて事例を掲載する。 

 

１）点検・モニタリング技術の定義・範囲 

 中小河川等を対象とした点検・モニタリング技術は概ね以下の6分野に大分される。 

① 地盤状況調査 

② 空洞化調査 

③ 地盤変位モニタリング 

④ 地下水位モニタリング 

⑤ 水位モニタリング 

⑥ クラック計測・モニタリング 

 

２）点検・モニタリング技術の事例概要 

１）で挙げた点検・モニタリング技術について、具体的な事例概要を次表に整理した。 

 
点検・モニタリング技術の事例概要 

技術分野 製品・技術名称 概要 

①地盤状況調

査 

オームマッパーによる地盤調査 

 牽引式電気探査による堤体や基礎地盤の土質構造の

把握 

 旧河道や空洞・緩み領域・埋設物等の把握 

EMによる堤防探査 
 電磁探査による土質構造の把握 

 旧河道や空洞・緩み領域・埋設物等の把握 

②空洞化調査 

地中レーダによる護岸背面や樋門・

樋管周辺の空洞探査 
 地中レーダによるコンクリート背面の空洞化調査 

ダイヤサウンドアナライザー（DSA）  打音探査によるコンクリート背面の空洞化調査 

熱赤外線画像計測調査 
 熱赤外線カメラで表面温度を計測することによる弱

部の抽出 

③地盤変位モ

ニタリング 

Ｋ太 簡易多段式孔内傾斜計 
 法面等の土砂挙動を監視する簡易型多段式地中傾斜

計 

光る変位計 
 基準値を超えると光る変位計であり早期に異常や危

険を把握 

④地下水位モ

ニタリング 
打ち込み式水位観測井  簡易かつ経済的に地下水位観測井を設置可能 

⑤水位モニタ

リング 
高輝度蓄光ウォーターゲージ  蓄光型で夜間でも目視可能な量水標 
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技術分野 製品・技術名称 概要 

⑥クラック

計測・モニ

タリング 

クラック画像計測システム 

 市販のデジタルカメラで撮影した画像をパソコンで

処理することで、数値にてクラックの挙動を把握す

ることができるシステム 
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1. 地盤状況調査：オームマッパーによる地盤調査 
製品・技術名称／開発者名称 

製品・技術名称 オームマッパーによる地盤調査 

開 発 者 名 称 応用地質株式会社 

製品・技術の概要及び特徴（従来工法との対比） 

＜概要＞ 

堤防縦断方向にオームマッパーを実施すると、地盤のＳ波速度分布や比抵抗分布が得られ、これらをもとに

概略の土質構造を迅速に把握することができます。 

オームマッパー（牽引式電気探査）はケーブル式キャパシタ電極を用いる電気探査法です。ケーブルを牽引し

ながら連続的に測定できることから、従来の電気探査法に比べて作業効率は格段に優れています。 

＜特徴＞ 

 電極の打設が不要ですので、送受信器等を牽引しながら迅速な測定が行えます。 

 送信器と受信器の間隔を伸ばすことで探査深度を大きくすることができます。 

 データはコンソールユニット内のメモリに保存されます。 

データ解析は PC用 2次元比抵抗データ解析プログラム ElecImager/2Dまたは RES2DINVで行えます。 

製品仕様／規格 

 
 システム概念 ：キャパシティブ・カップリングを利用した定電流によるダイポール・ダイポール法  

 測定レンジ ：3～100,000Ω-ｍ  

 サンプリング間隔 ：最大0.5 秒（コントローラで設定可能）  

 送信周波数 ：約16.5ｋＨｚ  

 出力電流 ：0.125～16mA  

 入力インピーダンス ：5MΩ以上  

 測定電位精度 ：3％  

 ケーブル長 ：2.5m、5m  

 重 量 ：コンソール ；1.6kg 送信器 ；3.2kg 受信器 ；3.2kg バッテリパック ；1.6kg 重 錘 ；3.2kg  

 寸 法 ：コンソール 150×80×280mm 

参考価格 

 標準的な費用300,000 円/km（探査延長4km/日の場合） 
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適用場所、適用例 

 

 

 

 

適用時の留意点 

― 

性能確認試験結果／準拠基準 

― 

出典（URL等） 

 https://www.oyo.co.jp/oyocms_hq/wp-content/uploads/2014/11/C100615_ohmmapper.pdf 
 https://www.oyo.co.jp/services/infrastructure-maintenance/efficient-embankment-inspection-and-

management/ 
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2. 地盤状況調査：EM による堤防探査（1） 
製品・技術名称／開発者名称 

製品・技術名称 EMによる堤防探査（1） 

開 発 者 名 称 川崎地質株式会社 

製品・技術の概要及び特徴（従来工法との対比） 

＜概要＞ 

電磁誘導現象を利用して地下の電気構造を精度良く迅速に計測できる技術です。従来技術の電気探査に比べ、

粘性土等の不透水層の識別能力に優れ、しかも地表と非接触で計測できることから作業性が向上していることが

特徴です。 

＜特徴＞ 

 粘性土等の含水率の高い領域のピックアップに優れており、堤防の質的評価にとって重要な難透水領域を定量

的に区分できます。 

 盛土および基礎地盤共に浸透性が異なる細粒土と粗粒土の領域を二次元的に評価することができます。 

 地表と非接触で計測することにより地表状況に左右されずに常に安定した精度で計測できること、また１人～

２人の少人数で一日数百mも計測できるため、河川堤防のような長大区間を連続的に評価することに最適な物

理探査技術です。 

探査装置は浅部と深部用に分かれており、探査深度に応じて使い分けます。何れの装置も持ち運びに優れ、しか

も１点の計測は数秒で終了します。 

製品仕様／規格 

 
参考価格 

 概略金額1,000,000 円/km（旅費日当別、諸費用込み） 

探査深度：地下20m 

業務内容：測定・データ解析・土質や水ミチ評価・報告書作成 
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適用場所、適用例 

 

※右上のグラフは解析された導電率と、その地点の土質状況を確認した結果を整理したものであり、土質状況

と概ね良好な相関性を示していることがわかります。 

適用時の留意点 

 探査深度は地下20mまで 

性能確認試験結果／準拠基準 

 NETIS登録番号：HR-040013-A 

出典（URL等） 

 https://www.kge.co.jp/prevention.html 
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3. 地盤状況調査：EM による堤防探査（2） 
製品・技術名称／開発者名称 

製品・技術名称 EMによる堤防探査（2） 

開 発 者 名 称 株式会社ダイヤコンサルタント 

製品・技術の概要及び特徴（従来工法との対比） 

＜概要、特徴＞ 

 地表に電極を設置する必要がなく、地下10ｍ程度までの比抵抗の分布を安価で、効率的（短時間）に測定でき

ます。 

 堤防の縦横断方向（1ｍ間隔）に測定することで、堤体や基礎地盤の概略の地盤構成や旧河道や空洞・緩み領

域・埋設物等を把握することができます。 

三次元的にデータ整理することで、地層や旧河道の分布状況を精度よく表現することができます。 

製品仕様／規格 

 
 機器名称：ＧＥＭ（Geofhex 製） 

  周波数帯域：330～40,000Hz 

 測定モード：最大15 周波数（同時計測） 

参考価格 

 概略金額500,000 円（旅費日当別、諸費用込み） 

探査範囲：50m×50m 

業務内容：簡易測量・測定・データ解析・報告書作成 

適用場所、適用例 

 
適用時の留意点 

― 

性能確認試験結果／準拠基準 

― 

出典（URL等） 

 http://www.diaconsult.co.jp/leaflets/ 



58 

4. 空洞化調査：地中レーダによる護岸背面や樋門・樋管周辺の空洞探査 
製品・技術名称／開発者名称 

製品・技術名称 地中レーダによる護岸背面や樋門・樋管周辺の空洞探査 

開 発 者 名 称 川崎地質株式会社 

製品・技術の概要及び特徴（従来工法との対比） 

＜概要＞ 

特殊な地中レーダ装置を用い、河川堤防の護岸や樋管周辺に発生した空洞を広域的に迅速かつ的確に発見しま

す。また、空洞の分布性や量を三次元的に評価するため、的を絞った対策設計を実施することが可能です。 

＜特徴＞ 

 陸上用の小型軽量装置を用いるため、急傾斜法面でも探査可能です。 

 従来は困難とされた鉄筋コンクリート版の裏側の空洞を非破壊で探査します。 

 60cm程度までのコンクリート厚に対応できるため、多くの既設樋門や他の鉄筋コンクリート構造物に適用が可

能です。 

樋門空洞化探査は連通試験ではなく電磁波を利用します。連通試験ではできない空洞定量評価や緩み地盤の空隙

率を判定できるようになりました。 

製品仕様／規格 

 
参考価格 

 護岸空洞化探査：概略金額1,000,000 円/km（旅費日当別、諸費用込み） 

探査深度：護岸コンクリート直下の空洞 

業務内容：測定・データ解析・空洞の三次元評価・報告書作成 

 

 樋管空洞化探査：概略金額750,000 円/基（旅費日当別、諸費用込み） 

探査深度：底版コンクリート直下の空洞 

業務内容：測定・データ解析・空洞の三次元評価・報告書作成 
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適用場所、適用例 

 
護岸の空洞化探査事例 

 

 
樋門の空洞化探査事例 

適用時の留意点 

 コンクリート床版の厚みが60cm以下であること。 

 コンクリート床版の配筋間隔が10cm以上であること。 

 測線上における精度は、水平および鉛直方向共に±10％程度 

 測線横断方向における精度は測線配置間隔の1/2程度 

 計測員が函内で作業できるスペースがあること（函径60cm以上） 

性能確認試験結果／準拠基準 

 NETIS登録番号：TH-040005-A 

出典（URL等） 

 https://www.kge.co.jp/technology.html 
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5. 空洞化調査：ダイヤサウンドアナライザー（DSA） 
製品・技術名称／開発者名称 

製品・技術名称 ダイヤサウンドアナライザー（DSA） 

開 発 者 名 称 株式会社ダイヤコンサルタント 

製品・技術の概要及び特徴（従来工法との対比） 

＜概要＞ 

DSAは、調査対象物を打撃し、その際に発生する打撃音を数値化（解析）する装置で、打診音調査法の一種で

す。 従来、人の聴感に頼っていた清音（健全側）から濁音（劣化側）までの打撃音を、200以下のDSA値として

表し、記録を残すことで、 調査対象物表面近傍の劣化状況（浮き・はくり、背面空洞の有無等）を推定・把握

することができます。 

＜特徴＞ 

 一般に音の性質を特徴づける要素として「音の大きさ、音の高さ、音色」の３つの要素があり、音の大きさは

主として音の強さ（振幅）、音の高さは主として周波数、音色は主として周波数の成分構成によって特徴付け

られます。音色については、そのほかに音の立ち上がりや減衰特性など他因子にも影響を受けるため、より複

雑な様相を呈します。 

 DSAでは、これらの要素に着目し、その定量化手法として打診音の全音響エネルギーと、その音を特徴付ける

ある特定の周波数帯域の音響エネルギー成分を比較分析する解析方法（正規化）を独自採用しています。 

 解析の要となる特定の周波数帯域（特定帯域）は、健全部打撃音と劣化部（欠陥部・異常部）打撃音とを最も

判別しやすい周波数帯域を選定することが重要となりますが、通常中心周波数400Hzの帯域を選定し使用しま

す。 

 DSAでは、健全な場合には大きなDSA値（従来の打診音調査の清音域）が、劣化している場合には小さなDSA値

（重大の打診音調査の濁音域）となるよう設定しています。 

これにより調査対象物に対し、得られた DSA値を相対的に評価することで健全性を把握することができます。 

製品仕様／規格 

 

 
参考価格 

  概略金額1,000,000 円/km（旅費日当別、諸費用込み） 

調査範囲：500m2（1m間隔） 
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適用場所、適用例 

 
適用時の留意点 

― 

性能確認試験結果／準拠基準 

― 

出典（URL等） 

 http://www.diaconsult.co.jp/leaflets/ 
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6. 空洞化調査：熱赤外線画像計測調査 
製品・技術名称／開発者名称 

製品・技術名称 熱赤外線画像計測調査 

開 発 者 名 称 株式会社ダイヤコンサルタント 

製品・技術の概要及び特徴（従来工法との対比） 

＜概要＞ 

熱赤外線画像計測は、熱赤外線カメラを用いて、非接触・非破壊で比較的短時間に調査対象物の温度分布を把

握する調査方法です。本計測は、調査対象物の温度の温まりやすさや冷めやすさなどの性質（温度特性）を考慮

して、得られた温度分布を解析、物体表面のほか内部・背後（比較的表層内部）の状態を推定・把握することも

可能です。 

＜特徴＞ 

 物体表面からは、赤外線による熱放射が常に生じており、この熱放射量を面的に検知し、物体の温度分布を把

握する調査方法です。 

 熱赤外線カメラを用いて、物体を撮影することにより面的な温度分布を画像データとして取得するため、比較

的短時間で効率よく調査できます。 

本調査法は表面の微小な温度差から物体の性質や物体内部の状況について、非接触・非破壊で調査する手法であ

り、調査対象物の温まりやすさや冷めやすさなどの性質（温度特性）を考慮して、物体表面や内部・背面の状態を

推定することができます。 

製品仕様／規格 

 

 
参考価格 

 概略金額1,800,000 円/km（旅費日当別、諸費用込み） 

調査範囲：1,000m2 
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適用場所、適用例 

 
適用時の留意点 

― 

性能確認試験結果／準拠基準 

― 

出典（URL等） 

 http://www.diaconsult.co.jp/leaflets/ 
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7. 地盤変位モニタリング：Ｋ太 簡易多段式孔内傾斜計 
製品・技術名称／開発者名称 

製品・技術名称 K太 簡易多段式孔内傾斜計 

開 発 者 名 称 中央開発株式会社 

製品・技術の概要及び特徴（従来工法との対比） 

＜概要＞ 

従来の斜面表層の監視に対して地中深くの土砂挙動を監視する簡易型多段式地中傾斜計です。土砂災害復旧作

業中の二次災害防止などを目的として、少人数で短時間に設置できる構造としています。遠隔監視システムと組

み合わせて、斜面または法面の自動監視システムを迅速に構築することが可能です。 

＜特徴＞ 

 直径25mmのロッド内部にセンサーユニットを組み込み 

 小型傾斜計（二軸）を鉛直方向に等間隔で設置し、斜面の微小な変位を計測 

 地磁気センサーにより地盤内のセンサーユニットの向きを測定 

 ロッドは500mm/本、必要な深さまで継ぎ足しながら貫入 

 設置は簡易動的コーン貫入試験の要領（少人数・短期間で設置可能） 

 地上部のセンサーネットワーク（特定省電力無線）によりデータを回収 

センサーユニット及びセンサーネットワーク（子機）はアルカリ乾電池または小型太陽電池で稼働 

製品仕様／規格 

 
 

 
参考価格 

― 
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適用場所、適用例 

 
適用時の留意点 

― 

性能確認試験結果／準拠基準 

― 

出典（URL等） 

 http://www.ckcnet.co.jp/technology/observation/ 

K太の斜面での設置事例

K太本体と親機
K太基地局

K太親機

このキャップの地下にK太
が設置されている。



66 

8. 地盤変位モニタリング：光る変位計 
製品・技術名称／開発者名称 

製品・技術名称 光る変位計 

開 発 者 名 称 株式会社ダイヤコンサルタント 

製品・技術の概要及び特徴（従来工法との対比） 

＜概要＞ 

変位計測による定量的評価は、専門知識を持つ技術者が測定変位量をPCの画面上などで図化・確認するという

のが一般的ですが、光る変位計を設置した現場では、目に見えない変位を、誰でも光の色で即時に視認、判断す

ることを可能とします。 

＜特徴＞ 

 光るツールは、光の色の違いで現地状況（現場異常の有無や各種災害の危険度，計測対象物の変状など）やそ

の変化を周囲に伝えることができるため、地域防災や現地の安全管理、あるいは維持管理・モニタリングなど

を目的として使用することが可能です。  

 河川堤防の場合、雨量計・水位計・間隙水圧計，沈下計・堤体の変形（豪雨・地震時）などの各種計測器セン

サーと光るツールを組み合わせた使用が想定されます。 

 管理基準値に対し安全かどうかなど、光の色として周囲に知らせること（情報発信）ができるため、専門的な

知識が無くても、早期に異常や危険を把握し、緊急対策や避難などの行動判断が可能です（効率的な維持管理

や地域防災にも役立ちます）。 

製品仕様／規格 
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参考価格 

 光る変位計・傾斜計（1基あたり）：   設置・撤去費（リース可） 約300,000円 

 LEC（1基あたり）   設置・撤去費（リース可） 約300,000円 

適用場所、適用例 

 
適用時の留意点 

― 

性能確認試験結果／準拠基準 

― 

出典（URL等） 

 http://www.diaconsult.co.jp/leaflets/ 
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9. 地下水位モニタリング：打ち込み式水位観測井 
製品・技術名称／開発者名称 

製品・技術名称 打ち込み式水位観測井 

開 発 者 名 称 国立研究開発法人 土木研究所/ 一般財団法人 国土技術研究センター/ 応用地質株式会社 

製品・技術の概要及び特徴（従来工法との対比） 

＜概要＞ 

堤防変状の誘因となる堤体内水位の連続観測を行い、浸透対策の効果検証や漏水箇所の対策検討や堤防維持管

理の高度化・予防保全へ用いる技術です。 

地下水位を観測する場合、従来はボーリングにより削孔していましたが、本技術は簡易な打撃装置を用いて、

打込むだけで設置が可能な地下水位観測装置です。観測装置の設置に要する時間が短縮され、簡易な仮設で設置

が可能なためコストも縮減されます。 

＜特徴＞ 

 ラムサウンドを用いて迅速かつ低コストで水位観測孔を設置することができます。 

 先端にコーンを付けた外径φ40mmのステンレス鋼管または鋼管を打ち込んで設置するため、設置後の洗浄は不

要です。 

 有孔部には樹脂製の親水性フィルタを装着しています。 

 水位の計測には、専用の細径水位計を用います。 

 インターネットデータ配信が可能なi-SENSORデータ通信ユニットと組み合わせることにより、水位の遠隔観測

システムを容易に構築することが可能です。 

 フィルタの目が細かく、地下水の水質モニタリング孔としての利用にも適しています。 

 設置時に、地盤の硬軟に関する情報も得られます。 

 撤去が必要な場合には、引き抜くことも可能です。 
※本装置は、（独）土木研究所、（財）国土技術研究センターとの共同研究「堤防管理技術高度化のための堤体内水位観測方法

の開発（平成 17～19 年度）」において開発したもので、共同特許を申請中です。 

製品仕様／規格 

 
＜仕様＞ 

 先端コーンおよび有孔部付き保孔管 

寸法：     長さ1.2m （有孔部収納時） 

保孔管外形： φ40mm 内径φ26mm 

有孔部外径： φ29mm 内径φ20mm 

材質：    本体ステンレス 

有孔部（フィルタ） プラスチック 

 貫入ロッド 

寸法：    長さ1ｍ 

外径 / 内径： φ39mm / φ26mm 

材質：    鉄 

参考価格 

 標準的な設置費用243,000 円（堤防のり面で深度10m の観測井を１ヶ所設置する場合） 
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適用場所、適用例 

    
 

＜適用実績＞ 

 H20年度国交省能代河川国道（米代川堤防、3箇所） 

 西日本高速道路エンジニアリング四国（2箇所） 

適用時の留意点 

 礫質土では、打ち込みによる設置のため適用できません。 

 打ち込みの際は、あらかじめ測定対象層の深度がわかっていることが必要です。 

 土壌汚染監視等に適用する際は、地下水の水質によっては適用が困難な場合があります。 

 先端部分の打込み時は専用ロッドが必要です。 

 斜面での設置では、仮設足場が必要です。 

性能確認試験結果／準拠基準 

 NETIS登録番号：TH-110007-A 

 特許出願番号：特許第5044852号 

出典（URL等） 

 https://www.pwri.go.jp/jpn/results/tec-info/utikomi_r/index.html  
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10. 水位モニタリング：高輝度蓄光ウォーターゲージ 
製品・技術名称／開発者名称 

製品・技術名称 高輝度蓄光ウォーターゲージ 

開 発 者 名 称 根本特殊化学株式会社/株式会社ノレッジ/中央開発株式会社 

製品・技術の概要及び特徴（従来工法との対比） 

＜概要＞ 

高輝度蓄光ウォーターゲージは、従来から使用されている反射型とは違い、紫外線を吸収することで光を蓄

え、自ら発光することで量水標目盛の視認性を高めるものです。不測の事態でも補助光源を必要としない画期的

な量水標です。 

＜特徴＞ 

川の水位を計測するために設置されている量水標は、昼間は目視で確認できますが、従来の量水標はブリキ版・

樹脂系テープ・無反射テープ・全面反射テープなどの加工製品であったため、日没後の夜間は懐中電灯などを照ら

して水位の確認をしていました。本製品は高輝度蓄光顔料を使用しており、日中の太陽光エネルギーや紫外線を製

品自体が蓄えることができるため、日没後の夜間でも自ら高輝度で発光し、量水標の位置確認および水位の目視を

安易に確認することができる製品です。 

製品仕様／規格 

 
 

【製品価格】 

 

参考価格 

 上表参照 
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適用場所、適用例 

 
適用時の留意点 

 自然条件 

 雨天時など太陽光が直接当たらなくても紫外線により蓄光効果は変わりません。 

 現場条件 

 構造物に共架するか、Ｈ鋼を設置してそれに共架または接着剤で貼り付ける。 

 適応範囲 

 水位観測を必要とする全ての施設および場所に適応します。 

性能確認試験結果／準拠基準 

― 

出典（URL等） 

 http://www.photolumi-tech.com/products.html 
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11. クラック計測・モニタリング：クラック画像計測システム 
製品・技術名称／開発者名称 

製品・技術名称 クラック画像計測システム 

開 発 者 名 称 日本工営株式会社 

製品・技術の概要及び特徴（従来工法との対比） 

＜概要＞ 

 市販のデジタルカメラで撮影した画像をパソコンで処理することで、数値にてクラックの挙動を把握するこ

とが簡便にできる手軽なシステムです。  

 計測用パネルに合わせてテンプレート（撮影用フレーム枠設定板）をセットし、テンプレートに合わせて、

ピンボケにならないよう同一箇所を複数枚撮影します。カメラ固定用三脚は用いません。  

 テンプレートは、被写体の撮影大きさと画角を一定にし、画像品質を安定化します。  

 画像処理にて求めた 2次元平面上の画像から、箇所識別(バーコード読取)、計測用パネル位置認識、計測用

パネル間離隔距離演算、複数データ統計処理等を自動で行います。  

 処理結果は、自動的にデータベースに登録します。クラックデータの検索、数値比較、帳票出力等の機能を

有します。また、データエクスポート機能(CSV)により、トレンドグラフの作成も容易です。  

 セラミック焼成ステンレス計測用パネルは、屋外換算で 15年程度の耐久性を有します（加速試験による）。 

製品仕様／規格 
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参考価格 

 クラックパネル：15,000円/枚 
適用場所、適用例 

 
適用時の留意点 

- 

性能確認試験結果／準拠基準 

 特願2001-146603  

 特開2002-340529 

出典（URL等） 

 https://patents.google.com/patent/JP2014032164A/ja 
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修復技術 
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概 要 

 中小河川の出水時における浸水被害の拡大を防ぐためには、被害を受けた堤防等の早期修復が必要で

ある。 

 ここでは、出水時の堤防損傷等に対する修復技術について、製品・技術の事例を掲載する。 

 

１）修復技術の定義・範囲 

  以下の水防災技術（製品） 

   ①堤防の補強と復旧 

   ②弱点・被災箇所の補強、修復など 

  ユーザー 

   河川管理者（主に自治体） 

 

２）修復技術の事例概要整理 

 １）で挙げた修復技術について、具体的な事例等を次表に整理した。 

 

３）調査時期 

  平成 30年 4～5月 

 

４）その他 

  本技術情報集は、ホームページやパンフレット等の記載を引用している。 

  製品に対する問い合わせ等は、各製品・技術に記載の企業等となる。 

 

修復技術の事例概要 

修復技術の 

定義・範囲 
製品・技術名称 用途 適用場所等 

堤防の補強と復旧  マックスウォール  連続した土堤防/土留

め壁 

 仮設堤防 

 仮締切 等 

 シェルトン  法面浸食崩壊防止  護岸 

 堤防応急復旧 

 ソルコマット  法面保護 

 侵食防止 

 護岸、調節池 等 

 ゴビマット  法面保護 

 侵食防止 

 護岸、調節池 等 

 タコム/ファブリフォーム（布

製型枠） 

 法面保護 

 侵食防止 

 護岸、調節池 等 

弱点・被災箇所の補

強、修復など 

 タフネスコート  コンクリートの強靭化  コンクリートのコー

ティング 

 コンクリートキャンバス  簡易法面保護 

 侵食防止 

 水路工 

 堰堤   等 

 アピールＡＧ４００  簡易法面保護 

 侵食防止 

 護岸 等 

 シキラーク  道路の補強  無舗装道路 

 水溜り現場  等 

 サンＰＶＣシート  漏水、吸出防止 

 遮水 

 目地部 

 護岸  等 

 ファブリキャスト  空隙が生じた時の間詰

め 

 護岸 

 構造物基礎 等 
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1. 堤防の補強と復旧：マックスウォール 
製品・技術名称／開発者名称 

製品・技術名称 マックスウォール・連続箱型鋼製枠 

開 発 者 名 称 太陽工業株式会社 

製品・技術の概要及び特徴 

【概要】 

 亜鉛メッキ鉄線を溶接したメッシュのカゴ（鋼製枠）を連結し、カゴの内側に充填材こぼれ出し防止の不織布を

取り付けた構造で、土砂・砕石等を充填し、短時間で連続した土堤、土留め壁を構築する。災害時における本復

旧までの応急対策として適用できる連続した箱型鋼製枠である。 

【特徴】 

 安定性が高い 

・ 鋼製枠が連結されているので、一体性が強い。 

 耐久性が高い 

・ 亜鉛メッキ鉄線を溶接した鋼製枠は、海水飛沫地域で 5年程度、陸上・土中で 10年以上の耐久性能があり、長期

仮設としても適用可能である。 

 施工性が良い 

・ 組立済みで、現場荷下ろし後すぐに展開・充填設置でき、分割・延長・屈曲や段積み施工が可能である。 

・ 中詰材は、砂や砕石、栗石、現地発生土などが使用可能である。 

・ 中小河川護岸での災害復旧工事では、仮締切り工を必要とせずに残存型枠として適用することで迅速なコンクリ

ート護岸（擁壁）が構築可能である。 

製品技術の写真・図 
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製品仕様／規格 

【仕様】 

 鉄線:亜鉛メッキ鉄線 GH-3（JIS G 3547） 

 パネル：φ4mm亜鉛メッキ鉄線溶接金網 75×75mm目合 

 連接スパイラル：φ4mm亜鉛メッキ鉄線ループ直径 30mm 

こぼれ出し防止シート（不繊布）：ポリエステル製不織布あるいはポリプロピレン製不織布 

【規格】 

 
参考価格 

設計価格 135,000円／ユニット（ユニット標準寸法：高さ 1.0×幅 1.0m×延長 10m） 

適用場所、適用例 

河川護岸（本設）、仮締切り、堤防嵩上げ（仮設堤防） 

 
河川護岸（本設） 

 
堤防嵩上げ（仮設堤防） 

適用時の留意点 

 設置後の変形や崩壊を防ぐため、設置地盤は平坦で十分にしまった地盤が望ましい。 

 底面・上面から充填材の流出が危惧される際は、吸い出し防止シートなどを敷設する。 

 積み上げ段数は最大で 3段とする。 

 止水壁利用の際、土砂の連続性確保のため、仕切りパネルの不繊布を切断除去する必要がある。 

性能確認試験結果／準拠基準 

NETIS掲載終了（KK-130035-A） 

出典（URL等） 

 連続箱型鋼製枠 「マックスウォール工法」設計・施工マニュアル http://www.rirt.or.jp/research/technical_data.html 

 太陽工業株式会社 

https://www.taiyokogyo.co.jp/products_list/index.php/item?list=1&cell004=&cell003=%E5%9C%9F%E6%9C%A8%E8%B3%87%E6%9D%90&name=%

E9%80%A3%E7%B6%9A%E7%AE%B1%E5%9E%8B%E9%8B%BC%E8%A3%BD%E6%9E%A0%0A%E3%80%8C%E3%83%9E%E3%83%83%E3%82%AF%E3%82%B9%E3%82%A6%E3%82

%A9%E3%83%BC%E3%83%AB%E3%80%8D&id=80&label=1 

 建設総合ポータルサイト けんせつ Plaza http://www.kensetsu-plaza.com/details/ci0336100_mi542244 
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2. 堤防の補強と復旧：シェルトン 
製品・技術名称／開発者名称 

製品・技術名称 ジオシェルトン 

開 発 者 名 称 （株）田中／三井化学産資株式会社 

製品・技術の概要及び特徴 

【概要】 

 ジオグリッドをカゴ状に形成し、割栗等を中詰めすることによりマット状に形成する。クレーン等で護岸のり面

に敷設し、のり面の浸食崩壊を防止する。 

【特徴】 

 重機による短期施工が可能 

 水中施工が可能 

 地面形状に追従し、抜群の安定性 

 錆びない、腐らない（オール樹脂製） 

製品技術の写真・図 

 

 
 

 
製品仕様／規格 

 

 
 

参考価格 

設計価格 ― 
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適用場所、適用例 

河川や海岸護岸の浸食対策工、河川堤防の応急復旧工、防災備蓄資材 

 

 
 

 
 

 
 

護岸の浸食対策 

 

適用時の留意点 

 流速 6m/s以下 

 のり面勾配 1:1.5より緩勾配を標準とする。 

 製作場所と設置場所が離れている場合には完成品の運搬についての検討が必要。 

性能確認試験結果／準拠基準 

NETIS 登録番号：QS-140008-A 

出典（URL等） 

 株式会社田中 http://www.geo-tanaka.co.jp/publics/index/12/detail=1/c_id=240/page240=6#page12_240_92 

 カタログ https://www.hkd.mlit.go.jp/ky/jg/gijyutu/ud49g7000000k2yi-att/08.pdf 
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3. 堤防の補強と復旧：ソルコマット（ブロックマット） 
製品・技術名称／開発者名称 

製品・技術名称 ソルコマット 

開 発 者 名 称 旭化成アドバンス株式会社 

製品・技術の概要及び特徴 

【概要】 

 法面保護、侵食防止用のブロックマットである。 

 高強度合成繊維から作られたフィルタークロスの上に、独特な形をしたコンクリートブロック（ソルコブロック）

を接着剤にて接着固定したブロックマットである。 

【特徴】 

 省力化・工期短縮 

・ 重機を用いてブロックマットを直接法面に敷設することにより、一度に大きな面積を被覆することができるの

で、施工の省力化と工期の短縮を図ることができる。 

 工場生産・短納期 

・ ブロックは即時脱型で製造するので納期の短縮がはかれる。 

・ 法面の長さに合わせたオーダーメイドが可能である。災害における応急復旧にも対応できる。 

 透水性 

・ ブロックには開孔部があり、またフィルタークロスは網目状になっているため、透水性に非常にすぐれている。 

 可とう性 

・ フレキシブルな構造になり、不等（不同）沈下にも追従する。 

 多自然護岸 

・ フィルタークロスの網目を通り、ブロックの開孔部から植物が再生できる。 

製品技術の写真・図 
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製品仕様／規格 

【規格】 

 
 

参考価格 

設計価格 － 

適用場所、適用例 

低水護岸、高水敷護岸、水路、排水路護岸、調整池、ため池護岸、道路、鉄道、土捨て場法面保護、桜堤、側帯工事 

景観への配慮や周辺の自然環境との調和が必要な箇所 

 
 

 
 

適用時の留意点 

 法面勾配が 1:1.5より緩い河川、水路、ため池等の法面、法面勾配が 1:1.0より緩い法面の保護。 

 設計流速が 4m/s以下 

 法尻部は河床から 0.5～1.0m程度埋め込むか、張り出し部をもうける。 

 めくれ対策として、上下流端部に小口止め工を設けるか、土中に埋め込む等の処理を施す。 

 滑動防止のため、マット敷設後直ちにアンカーピンを打設する。 

 河道の湾曲が大きな箇所等においては、異形のマットを用いるか、または定型のマットを現場にて切断し敷設す

る。その際、ブロック間に空隙が生じた場合は、必要に応じてモルタルなどを充填する。 

性能確認試験結果／準拠基準 

NETIS 登録番号：QS-080013-VE 

「美しい山河を守る災害復旧基本方針」C表のブロックマットに適合 

出典（URL等） 

 旭化成アドバンス株式会社  http://www.asahi-kasei.co.jp/agt/kankyou/jp/solcomat/ 

 カタログ https://premium.ipros.jp/agt/product/detail/1324975002/#catalogDownloadArea 
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4. 堤防の補強と復旧：ゴビマット（ブロックマット） 
製品・技術名称／開発者名称 

製品・技術名称 ゴビマット 

開 発 者 名 称 三菱ケミカルインフラテック株式会社 

製品・技術の概要及び特徴 

【概要】 

 多数のコンクリートブロックを耐久性に優れたフィルターシートに一体化したブロックマットである。 

【特徴】 

 土壌表面侵食防止に優れた機能を持っており植生可能である。 

 消波効果も期待できる。 

 あらゆる地面形状へ対応できる。 

製品技術の写真・図 

 

 

 
製品仕様／規格 

標準型、平型、軽量型、階段型がある。 

 

標準型 平型 軽量型 階段型 

重量：140 kg/m2 重量：105 kg/m2 重量：80 kg/m2 重量：125 kg/m2 

厚さ：100 mm 厚さ：55 mm 厚さ：55 mm 厚さ：70/96 mm 

開口率：30 % 開口率：10 % 開口率：30 % 開口率：10 % 
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参考価格 

設計価格 ― 

適用場所、適用例 

低水護岸、高水敷護岸、水路、排水路護岸、護床工、調整池、ため池護岸、宅地・学校用地ののり面緑化、桜堤 

 

河川護岸 

 
 

 
 

 

多自然川づくり 

 
 

適用時の留意点 

 法面勾配が 1:1.5より緩い河川 

 設計流速が 4m/s以下 

 河床材料が転石などで構成され、ゴビマットの耐久性に著しく支障を及ぼす恐れのある箇所を除く区間 

性能確認試験結果／準拠基準 

NETIS 登録番号：KK-190004-A 

「美しい山河を守る災害復旧基本方針」C表のブロックマットに適合 

出典（URL等） 

 三菱ケミカルインフラテック株式会社 

https://mchem-infratec.com/doboku/gobimat/products/ 

 カタログ 

https://mchem-infratec.com/doboku/gobimat/download/pdf/blockmat_01_01.pdf 
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5. 堤防の補強と復旧：タコム（布製型枠） 
製品・技術名称／開発者名称 

製品・技術名称 タコム、（他ファブリフォーム） 

開 発 者 名 称 太陽工業株式会社 （旭化成アドバンス株式会社） 

製品・技術の概要及び特徴 

【概要】 

 特殊な二重織物で構成されたマットを現場形状にあわせて縫製加工した製品である。 

 マット内にコンクリート・モルタルを注入することで一定の厚さのコンクリート版を形成する。 

【特徴】 

 搬入や施工が簡単 

・ 特殊機械や特殊技能などは不要、施工が簡単である。 

・ 軽量でコンパクトなため搬入も容易に行うことができる。 

 マットの寸法/形状を自由に決定 

・ マットは施工現場に合わせて工場加工するため、寸法や形状を自由に決定することが可能である。 

 さまざまな現場状況に対応 

・ 布製のマットを現場打設するため、地盤の起伏に対してよく馴染む。 

・ 水中での施工も可能である。 

 優れた作業性 

・ マットのセットに半日～１日、周囲を固定するだけでコンクリート注入が可能であり、工期短縮、作業の軽減に

つながる。 

 周囲の景観と調和 

・ 枠内に張芝や種子吹き付けを行うことができるメッシュ型は、美観/緑化にも貢献する型枠工である。 

製品技術の写真・図 
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製品仕様／規格 

 
参考価格 

設計価格 － 

適用場所、適用例 

河川・海岸・ダムの護岸保護工、河川・水路のライニング工 

 

 
 

適用時の留意点 

 施工面上の石塊、木根などマット損傷の要因となる突起物を除去し、十分な締固めが必要である。 

 

性能確認試験結果／準拠基準 

NETIS 登録番号： 

出典（URL等） 

 太陽工業       

https://www.taiyokogyo.co.jp/products_list/index.php/item?keyword=%E5%B8%83%E8%A3%BD%E5%9E%8B%E6%9E%A0%E3%80%8C%E3%82%BF%E3%8

2%B3%E3%83%A0%E3%80%8D&name=%E5%B8%83%E8%A3%BD%E5%9E%8B%E6%9E%A0%E3%80%8C%E3%82%BF%E3%82%B3%E3%83%A0%E3%80%8D&id=77&label=1 

 旭化成アドバンス  http://www.asahi-kasei.co.jp/agt/kankyou/jp/fabriform/index.html 

http://www.asahi-kasei.co.jp/agt/kankyou/jp/fabriform/index.html


86 

6. コンクリートの強靭化対策：タフネスコート 
製品・技術名称／開発者名称 

製品・技術名称 タフネスコート 

開 発 者 名 称 三井化学産資株式会社 

製品・技術の概要及び特徴 

【概要】 

 ポリウレア樹脂をコンクリート構造物の表面に数ミリ（1～3mm）の厚さで吹き付けるだけで、構造物の耐衝撃性

や耐久性を向上させる技術である。 

【特徴】 

 200％以上の伸度を有し、クラック発生時にも追従し防水機能を保持できる。 

 剥落防止 

・ 1.5㎜吹き付けることにより、コンクリート片の剥落を防止できる。 

 保水性向上 

・ 2～3㎜吹き付けることにより、水圧 0.3mPa、ひび割れ幅 2～10㎜の厳しい条件でも漏水がなかった。 

 耐久性向上 

・ 耐塩害性：1㎜被覆により、塩化物イオン透過量は 270日時点で許容値の 1/50～1/500となった。 

・ 耐凍害性：2㎜被覆により、凍結融解試験により凍害に対する抵抗性を大幅に向上できることを確認した。 

・ 耐中性化：1㎜被覆により、炭酸ガス中性化試験により中性化に対する抵抗性を向上できることを確認した。 

 耐衝撃性向上 

・ 2 ㎜吹き付けることにより、衝撃力に対して粘り強さを発揮し部材の断面が破壊した後でも形状および耐荷力を

保持できる。 

製品技術の写真・図 

 

 
 

製品仕様／規格 

  － 

参考価格 

設計価格 － 

適用場所、適用例 

壁高欄、津波防波壁、ＰＣ防液壁 

 

桟橋(ポンツーン)、防波壁、洋上風力 

 
高架橋床版の剥離・剥落防止、トンネル覆工の剥落防止 

 
適用時の留意点 

－ 
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性能確認試験結果／準拠基準 

衝撃耐久性確認試験 

 
出典（URL等） 

 三井化学産資株式会社   https://www.mitsui-sanshi.co.jp/system/system_2tc01.html 

 関連記事   

https://www.shimztechnonews.com/hotTopics/news/2015/t151210.html 

https://www.shimztechnonews.com/hotTopics/news/2012/t121022.html 
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7. 簡易のり面保護工・水路工：コンクリートキャンバス 
製品・技術名称／開発者名称 

製品・技術名称 コンクリートキャンバス（GCCM）・特殊セメント封入布 

開 発 者 名 称 太陽工業株式会社  

製品・技術の概要及び特徴 

【概要】 

 特殊配合のドライコンクリートを立体織物内に内包した構造で、敷設後に散水、または水中に浸けることでドラ

イコンクリートが硬化し、薄く、高耐久で耐火性の高いコンクリート層を構築するマットである。 

 厚さ 5、8、13㎜の 3種類がある。散水後 24時間後には硬化して材齢 28日強度の約 60%以上の強度を発現する強

固なコンクリート板となる。 

【特徴】 

 施工性 

・ コンクリートキャンバスは、硬化前は柔らかく自由に折り曲げができ、複雑な地盤形状への追随性が優れる。 

・ 特殊工具や特殊作業員が不要で、必要な重機も荷下ろし程度のため、重機が入れないような狭い場所でも人力で

運搬・設置が可能。 

・ 水和のための水は淡水・海水を問わず、水中や雨天時での施工も可能。 

・ 短工期で広範囲の施工も可能なため、緊急性の高い場面に適し、コストも縮減可能。 

 耐久性 

・ コンクリートキャンバスは可燃物の中で最もハイレベルの防炎性能を有する（プラスターボード相当の耐火性） 

・ 耐化学性と耐候性を有しており、紫外線による劣化もない。 

 環境にやさしい 

・ 多くの用途で従来のコンクリートに比べて使用材料を最大 95％削減できる、低用量、低炭素。 

・ 遊離アルカリ量が限定的で、すり減り量が少ないことから、地域の生態系への影響を最小限に抑えられる。 

製品技術の写真・図 

【構造概略図】 

 
 

製品仕様／規格 

 
 ※国内在庫はバッチロールのみ。バルクロールは受注後の個別輸入。 
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参考価格 

設計価格 － 

適用場所、適用例 

コンクリートキャンバスは、その独特な性能を活かして様々な場所で使用されている。 

         

  
 

【河川堤防応急復旧】 

 
 

 
 

適用時の留意点 

－ 

性能確認試験結果／準拠基準 

－ 

出典（URL等） 

 太陽工業株式会社   

https://www.taiyokogyo.co.jp/products_list/index.php/item?keyword=%E3%82%B3%E3%83%B3%E3%82%AF%E3%83%AA%E3%83%BC%E3%83%88%E3%82%

AD%E3%83%A3%E3%83%B3%E3%83%90%E3%82%B9&name=%E3%80%8C%E3%82%B3%E3%83%B3%E3%82%AF%E3%83%AA%E3%83%BC%E3%83%88%E3%82%AD%E3%83%A3%E

3%83%B3%E3%83%90%E3%82%B9%E3%80%8D&id=74&label=1 

【防草・防竹（道路）】 【防草・防竹（鉄道）】 

【水路 

（山間部）】 

【水路補修 

（コンクリート水路）】 

【土のう被覆工】 
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8. 簡易のり面保護工・水路工：アピールＡＧ４００ 
製品・技術名称／開発者名称 

製品・技術名称 アピール「改質アスファルトシート ＡＧ４００」 

開 発 者 名 称 ユニチカ株式会社  

製品・技術の概要及び特徴 

【概要】 

 改質アスファルト・不織布・珪砂の複層構造になったシートで、遮水性があり表層の浸食を防止することが可能

なシート。 

【特徴】 

 遮水性を有しているため、雨水等によって法肩や法面部の表面の浸食防止に有効 

 改質アスファルト／不織布／改質アスファルトの表面に珪砂の層を設けることで長期耐候性を発揮 

 シート同士をトーチバーナー等で熱溶着することによってシートの重ね部も遮水が可能 

 遮水性、遮光性により、雑草の抑制も可能 

 

製品技術の写真・図 

 

片側溶着タイプ（離型紙を剥がして使用）           バーナーによる溶着 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

製品仕様／規格 

【仕様】 

片側溶着タイプ：片側の端部 100 ㎜の離型紙を剥がすとアスファルトが剥き出しとなって溶着し易くなる 

全面保護砂タイプ：幅繋ぎしない場合に使用 

色：グレー、グリーン 

【規格】 

１ｍ幅×１０ｍ巻 

 
 

参考価格 

設計価格 － 
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適用場所、適用例 

 

河川堤防天端の法肩                        法面の施工 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

適用時の留意点 

 舗装部、構造物へ溶着させる際は、専用のプライマーを使用する。 

 

性能確認試験結果／準拠基準 

－ 

出典（URL等） 

NETIS（KK-220023）https://www.netis.mlit.go.jp/netis/pubsearch/details?regNo=KK-220023%20 



92 

9. 道路の補強：シキラーク 
製品・技術名称／開発者名称 

製品・技術名称 シキラーク 

開 発 者 名 称 三菱ケミカルインフラテック株式会社 

製品・技術の概要及び特徴 

【概要】 

 工事現場で用いられる敷鉄板に代わる樹脂製の軽量敷板である。 

【特徴】 

 プラスチック製の敷板で、１枚 23kg（1.2m×2.4m）と軽量であり、運搬や敷設作業に重機が不要である。 

 表面に孔が開いており、排水機能を有する。 

 空隙があり、風にあおられにくい。 

 適度な柔軟性がある。 

 エッジで車輌のタイヤ等を破損することがない。 

 高密度ポリエチレン製のため、リサイクル可能。 

製品技術の写真・図 

             
製品仕様／規格 

 
参考価格 

設計価格 － 

適用場所、適用例 

 敷板を敷設するための重機が入れない現場 

 頻繁に敷設位置を変更したい現場 

 雨天時の水溜りを防止したい現場や水作業の現場 など 

・ 工事車両が無舗装道路を走行する際の通行支援 

・ 工事車両が芝生やグランド上を走行する際の下地保護 

・ 防災拠点の仮設敷板 

 

 

 

 

 

 

 

 

適用時の留意点 

 敷鉄板とは強度が異なる。 

 使用可能温度範囲は外気温度でおおむね-20℃～40℃程度である。 

 ズレ防止、段差補正には固定治具が必要である。 

 車輌通行時には徐行、急発進・急停車は避ける。 

性能確認試験結果／準拠基準 

NETIS 登録番号：KKK-140003-A 

出典（URL等） 

 三菱ケミカルインフラテック株式会社 https://mchem-infratec.com/ 
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10. パラペット目地からの漏水防止：サンＰＶＣシート（目地板【塩ビ】） 
製品・技術名称／開発者名称 

製品・技術名称 サンＰＶＣシート【目地板（塩ビ）】 

開 発 者 名 称 太陽工業株式会社 

製品・技術の概要及び特徴 

【概要】 

 遮水性で引張強度、伸び特性に優れる塩化ビニル製のシートを目地版として適用する。 

 港湾ケーソン目地材として一般的に利用される。 

【特徴】 

 施工が簡単 

・ 現場での接続施工は、熱風溶接で簡単確実に施工することができる。 

・ 接着剤を用いて接着も可能である。 

 経済的 

・ 施工性が良いので工期を短縮し、工事費の低減が可能である。 

 遮水性に優れている 

・ 吸水、透水が少なく遮水材料として最適である。 

製品技術の写真・図 

             

 

 
 

製品仕様／規格 

 
参考価格 

設計価格 － 
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適用場所、適用例 

 シートを目地部にあてがう。 

その他、サンＰＶＣシートの用途 

 吸出防止 

・ 河川堤防、港湾岸壁、海岸護岸 

 貯水池の遮水 

・ 農業用貯水池、ゴルフ場、防火水槽（含地下）、工場廃液処理池、ヘドロ浚渫池、沈殿池 

 導水路 

・ 農業用貯水池、ゴルフ場、防火水槽（含地下）、工場廃液処理池、ヘドロ浚渫池、沈殿池 

適用時の留意点 

 接着剤を用いて接着も可能だが、接着剤の劣化による剥がれ事故には注意が必要である。 

 工場廃液やヘドロ等の内容物によっては、使用できない場合もある。 

性能確認試験結果／準拠基準 

引張強さ：JIS Ｋ 6723 

引裂強さ：JIS Ｋ 6252 

伸  び：JIS Ｋ 6723 

耐海水引張強さ残存率、耐海水伸び残存率：JIS Ｋ 6773 

比  重：JIS Ｋ 7112 

剥離強さ：JIS Ｋ 6252 

出典（URL等） 

 太陽工業株式会社 

https://www.taiyokogyo.co.jp/products_list/index.php/item?keyword=%E3%82%B5%E3%83%B3PVC&name=%E8%BB%

9F%E8%B3%AA%E5%A1%A9%E5%8C%96%E3%83%93%E3%83%8B%E3%83%AB%E3%82%B7%E3%83%BC%E3%83%88%0A%E3%80%8C%E3%8

2%B5%E3%83%B3PVC%E3%82%B7%E3%83%BC%E3%83%88%E3%80%8D&id=103&label=1 
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11. 空隙が生じた時の間詰め：ファブリキャスト 
製品・技術名称／開発者名称 

製品・技術名称 ファブリキャスト 

開 発 者 名 称 旭化成アドバンス株式会社 

製品・技術の概要及び特徴 

【概要】 

 高強度合成繊維の加工品を基本とし、完全受注生産品（オーダーメイド）で、それぞれの空隙部形状や用途に合

わせて様々な形状の布製袋体を製作し、モルタルやコンクリートを注入して間詰めする工法である。 

 岸壁や擁壁の下部が洗掘により空洞化している場合や、既存構造物の間詰工や坑道の閉塞工事などに適用する。 

 

製品技術の写真・図 

 

 
 

製品仕様／規格 

ファブリキャストに用いるシート（パブリックシート）は以下の二種類のシートとなる。 

 ①#300 厚さ：0.50mm 重量：310g/m2 引張強さ：3140N/3cm 伸び：15％ 

 ②#500 厚さ：0.85mm 重量：550g/m2 引張強さ：5100N/3cm 伸び：15％ 

現場に合わせて製作可能 

参考価格 

設計価格 ―（都度見積り） 

適用場所、適用例 

河川護岸、岸壁背面、既設法面、構造物基礎、トンネル覆工背面、地下埋設管、廃坑トンネル 

 

適用時の留意点 

 施工方法は、施工条件や環境によって異なる。設置に関しては、既設構造物との取り合いなどで仮設資材が必要

となる。 

性能確認試験結果／準拠基準 

－ 

出典（URL等） 

 旭化成アドバンス株式会社HP カタログ     https://kensetsu.ipros.jp/catalog/detail/379913/ 
 


	jirei_ver1_220721_00
	jirei_ver1_220721_01
	jirei_ver1_220721_02
	1.　 重ねるハザードマップを活用した浸水危険箇所の把握
	2.　  わがまちハザードマップを活用した浸水危険箇所の把握
	3.　  大雨警報（浸水害）の危険度分布を活用した浸水危険箇所の把握
	4.　  洪水警報の危険度分布を活用した浸水危険箇所の把握

	jirei_ver1_220721_03
	1.　 土のう：マックスウォール
	2.　 土のう：アクアブロック
	3.　 土のう：エコクリーン
	4.　 水のう：リバーテクノレビー　三角水のう（デルタチューブ）大型A-80・標準型A-50
	5.　 水のう：リバーテクノレビー　三角水のう（デルタチューブ）標準型B-50
	6.　 水のう：タイガーダム
	7.　 水のう：越水止めスイノウ
	8.　 水のう：ウォーターフェンス防災型
	9.　  水のう：ウォーターフェンスB型
	10.　 水のう：ウォーターフェンス（パネル式）
	11.　 止水シート：ウォーターマクガード
	12.　 止水シート：クイックウォーターマクガード
	13.　 止水板：リバーテクノレビー　ハイブリッドパネル堤　高強度板・軽量採光板
	14.　 防水扉：リバーテクノレビー　フローティング止水デッキ（開発中）
	15.　 防水シャッター：ウォーターガード　防水シャッター
	16.　 簡易式防水ドア：ウォーターガード Sタイトドア
	17.　 簡易式防水ドア：ウォーターガード Wタイトドア

	jirei_ver1_220721_04
	1.　 地盤状況調査：オームマッパーによる地盤調査
	2.　 地盤状況調査：EMによる堤防探査（1）
	3.　 地盤状況調査：EMによる堤防探査（2）
	4.　 空洞化調査：地中レーダによる護岸背面や樋門・樋管周辺の空洞探査
	5.　 空洞化調査：ダイヤサウンドアナライザー（DSA）
	6.　 空洞化調査：熱赤外線画像計測調査
	7.　 地盤変位モニタリング：Ｋ太　簡易多段式孔内傾斜計
	8.　 地盤変位モニタリング：光る変位計
	9.　 地下水位モニタリング：打ち込み式水位観測井
	10.　 水位モニタリング：高輝度蓄光ウォーターゲージ
	11.　 クラック計測・モニタリング：クラック画像計測システム

	jirei_ver1_220809_05
	1.　 堤防の補強と復旧：マックスウォール
	2.　 堤防の補強と復旧：シェルトン
	3.　 堤防の補強と復旧：ソルコマット（ブロックマット）
	4.　 堤防の補強と復旧：ゴビマット（ブロックマット）
	5.　 堤防の補強と復旧：タコム（布製型枠）
	6.　 コンクリートの強靭化対策：タフネスコート
	7.　 簡易のり面保護工・水路工：コンクリートキャンバス
	8.　 簡易のり面保護工・水路工：アピールＡＧ４００
	9.　 道路の補強：シキラーク
	10.　 パラペット目地からの漏水防止：サンＰＶＣシート（目地板【塩ビ】）
	11.　 空隙が生じた時の間詰め：ファブリキャスト


